
　私
の
出
身
は
宮
崎
で
魚
沼
に
嫁
い
で
９

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
雪
が
降

る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　雪
が
降
ら
な
い
土
地
か
ら
豪
雪
地
帯
に

来
ま
し
た
が
、
雪
が
降
っ
て
も
安
心
し
て

運
転
で
き
る
除
雪
の
き
れ
い
さ
は
凄
い
と

思
い
ま
す
。除
雪
隊
の
方
々
に
感
謝
で
す
。

　そ
し
て
一
番
自
慢
で
き
る
の
は
温
か
い

地
域
の
方
々
の
繋
が
り
で
す
。
よ
そ
か
ら

来
た
私
を
優
し
く
迎
え
地
域
行
事
等
の
参

加
、
同
世
代
の
方
々
か
ら
は
子
ど
も
が
い

な
か
っ
た
と
き
も
「
お
い
で
」
と
よ
く
集

ま
り
に
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
友
人
等
い

な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
と
て
も
心
強
か
っ

た
で
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
が
で
き
て
か
ら
は
健
診

等
で
不
安
な
こ
と
を
相
談
す
る
と
、
市
役

所
の
職
員
が
優
し
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
魚
沼
に

は
助
け
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
、
相
談
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
等
、

も
っ
と
魚
沼
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
魚

沼
に
住
ん
で
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
で
す
。

　毎
年
、
特
定
健
康
診
断
を
申
込
み
ま
す

が
、
集
団
健
診
で
は
、
私
は
車
椅
子
生
活

な
の
で
、
乳
が
ん
・
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん

の
検
査
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
健
診
用
バ

ス
に
乗
れ
な
い
か
ら
で
す
。
以
前
は
、
特

定
健
康
診
断
を
小
出
病
院
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
県
立
病
院
だ
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
今
は
、
市
民
の
た
め
の
病
院
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
手
厚

く
と
思
い
「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
も
投
稿

し
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
返
信
で
は
な

か
っ
た
で
す
。「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
議

員
の
皆
さ
ん
も
ご
存
知
な
の
で
し
ょ
う

か
。
市
長
個
人
へ
の
要
望
と
い
う
よ
り
、

私
は
、
市
政
に
対
す
る
要
望
で
す
。「
市

長
へ
の
手
紙
」
で
私
た
ち
住
民
か
ら
ど
ん

な
要
望
が
あ
る
の
か…

 

議
員
の
皆
さ
ん

が
共
有
す
る
仕
組
み
は
魚
沼
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
多
く
の
障
害
者
の
代
弁
と
思

っ
て
市
政
全
体
の
課
題
に
し
て
欲
し
い
で

す
。
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
、
議
会
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

田
川

　遠
藤
真
央
さ
ん

田
戸

　櫻
井
絹
江
さ
ん
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　い
き
な
り
の
大
雪
と
な
っ

た
12
月
、
除
雪
に
明
け
暮
れ

る
毎
日
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

雪
と
の
戦
い
が
年
々
き
つ
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
超
高
齢
化
社
会
と
な
る

魚
沼
市
で
、
今
ま
で
に
な
い

智
恵
が
必
要
と
な
る
。
一
方

で
、
雪
の
恵
み
も
計
り
知
れ

な
い
。
雪
解
け
水
が
大
地
を

潤
し
、お
い
し
い
水
と
な
り
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
コ
シ
ヒ

カ
リ
、
ユ
リ
、
深
雪
な
す
、

山
菜
な
ど
様
々
な
食
材
を
生

み
出
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
ス
キ
ー
場
や
ス
ノ
ー

イ
ベ
ン
ト
、
伝
統
行
事
の

数
々
。
除
雪
体
制
は
、
県
内

一
だ
と
自
負
す
る
。
先
人
た

ち
や
、
今
を
生
き
る
人
々
の

英
知
が
詰
ま
っ
た
魚
沼
ら
し

い
暮
ら
し
。
こ
れ
か
ら
も
、

雪
国
魚
沼
に
誇
り
を
持
っ
て

歩
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　（大
平
恭
児
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

〈発行責任者　議長　関 矢 孝 夫〉　広報広聴特別委員長　大 桃 俊 彦　　副委員長　大 平 恭 児

　　　　　　　委員　横 山 正 樹　　浅 井 宏 昭　　遠 藤 徳 一　　渡 辺 一 美

魚沼市議会
こんにちは

です
令和4年第4回定例会　No.80

住
み
た
い
う
お
ぬ
ま
へ

障
害
者
に
も
や
さ
し
い
健
診
を
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…… 19市民の声を聞く会（議会報告会）

　12月２日、市議会定例会初日の休憩時間を利用して、小出特
別支援学校高等部の生徒さんによる『なごみカフェ』、『クラフ
トショップSMILE』とかけはしさんから英字新聞で作ったエコ
バックの販売を本庁舎にオープンしていただきました。
　生徒さんたちは、慣れた様子で、「ご注文はお決まりですか？」
「お待たせいたしました。」と笑顔で丁寧な対応をしていただき、
心温まるひと時を提供していただきました。当日は、作業製品
の販売をしていただき、さをり織のコースターやストラップ等、
油すいーとりー（廃油処理パック）、お皿等が大好評でした。
　生徒の皆さん、かけはしの皆さん、心温まる素敵な時間をあ
りがとうございました。

議会TOPICS

「CAFE&SHOP」オープン「CAFE&SHOP」オープン「CAFE&SHOP」オープン

「初詣」　清水川辺神社

謹賀新年
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桑
原

　郁
夫

遠
藤

　徳
一

志
田

　
　貢

魚沼大地クラブ 魚沼クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属
なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

議案
第96号

魚沼市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
（デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律による個人情報保護に関する法律の改正）

○

議案
第99号

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

（国家公務員及び地方公務員の特別職の期末手当の支給月数
の改定に準じ、議員の期末手当の支給月数の改定）

○

議案
第100号

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

（国家公務員等の特別職の期末手当の支給月数の改定に準じ、
特別職の期末手当の支給月数の改定）

○

議案
第97号

職員の定年の引上げに伴う関係条例の整理について
（地方公務員法の改正による職員の定年引上げ等に伴い、関係
する条例の改正）

◎

議案
第101号

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について
（新潟県人事委員会勧告に準拠した給与改定）

◎

議案
第104号

魚沼市入湯税条例の一部改正について
（ふれあい交流センターこまみにおいて市内他温泉施設との
均衡を図る改正）

◎

議案
第103号

魚沼市立学校設置条例の一部改正について
（魚沼市立入広瀬小学校の閉校に伴う改正）

◎

議案
第106号

魚沼市景観条例の一部改正について
（届出対象行為の基準を見直す改正）

◎

議案
第102号

魚沼市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
（新潟県病院局看護職員の処遇改善の改定に準じた改正）

◎

議案
第105号

魚沼市観光施設等条例の一部改正について
（市内３カ所のスキー場を追加することに伴う改正）

◎

議案
第98号

刑法等改正に伴う関係条例の整理について
◎

第２回臨時会議案等 付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第89号

令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第５号）予算 ◎

請願
請願
第４号

免税軽油制度の継続を求める請願書 ◎

議員
発議

発議
第４号

免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について ◎

陳情
第２号

家族農業を守り、食料自給率の向上を目指す食料・農業
政策への転換を求める意見書の提出について ×

陳情
第３号

マスク着用・非着用による差別や誹謗中傷をなくす取組
に関する陳情 ×

陳情
第４号

子どもの黙食緩和を求める陳情 ×

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任
×＝否決・不採択・不承認

第４回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第90号

令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第６号）

予

　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　例

議案
第107号

魚沼市新市建設計画の変更について
◎

そ

　
　
　
　の

　
　
　
　他

陳

　
　情

◎

議案
第114号

人権擁護委員候補者の推薦について ◎

同意
第３号

教育委員会委員の任命について ◎

議案
第４号

固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

議案
第５号

固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

議案
第６号

固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

議案
第91号

令和４年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ◎

議案
第92号

令和４年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎

議案
第93号

令和４年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第94号

令和４年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第95号

令和４年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第115号

令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第７号） ◎

新 年の挨拶

議長　関矢孝夫

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　日頃より、市民の皆様方から、市議会にお寄せいただいておりますご支援・ご協力に対し厚くお
礼申し上げます。
　市議会では、２つの常任委員会と広報広聴特別委員会で活動を行ってまいりましたが、昨年１月
に市から令和３年度から10年度までに老朽化により改修や解体をしなければならない公共施設及
びその事業費見込み額について説明を受け、２月にその重要度から中長期的大型事業特別委員会を

設置し検討を行い、その検討結果を提言書としてまとめ、９月に市長に提出いたしました。
　要望活動においては、南魚沼市及び湯沢町の議会と合同で、国道17号浦佐バイパス・六日町バイパスの整備促進、Ｊ
Ｒ上越線及び只見線の円滑な運行、地域の医療・介護を守る支援などについて、新潟県選出の国会議員、関係省庁、新
潟県関係部局長及び自民党県議団に対して、直接要望書を手渡してまいりました。今後も引き続き、地域の課題解決の
ため、積極的な要望活動を行ってまいります。
　また、12月定例会において、議会改革の一環として、タブレット型端末を使ったペーパーレス会議システムを試行
いたしました。今後さらに検証を行い本稼働を目指してまいります。市民の声を聞く会は、４月に市役所本庁舎、11
月に北部庁舎で開催しました。本年もより多くの市民の皆さんのご意見がいただけるよう、一層の工夫を凝らして開催
してまいります。中学生議会につきましても、市内中学校を一巡したことから、昨年から市内すべての中学校から代表
２名を選抜する方式とし、その様子を社会科の時間で学習していただくように変更いたしました。このことにより市内
５校の中学３年生がすべて模擬議会を学習できるようになりました。
　今後も市民の皆様の負託に応えるべく、政策提案を含んだ要望活動や議会改革を積極的に進めることにより、「市民
に開かれ、信頼される議会」を目指し、不断の努力を重ねてまいります。どうか本年も相変わらぬご支援・ご協力を賜
りますよう、心からお願い申し上げまして新年の挨拶といたします。

第２回臨時会・第４回定例会報告第２回臨時会・第４回定例会報告
　令和４年第２回臨時会が11月４日に開催され、市長提出の一般会計補正予算（第５号）を可決しました。
　令和４年第４回定例会が12月２日から12月22日の21日間の会期で開催されました。議会初日に、一般会計補正
予算（第６号）をはじめ６件の補正予算を可決しました。12月６日と７日には、15人の議員が一般質問を行いました。
　最終日には、追加で提案された一般会計補正予算（第７号）、各委員会付託の議案等、議員発議の免税軽油制度
の継続を求める意見書の提出について、すべてが可決となりました。
　請願、陳情関係では、１件の請願が採択、３件の陳情が不採択となりました。討論については、詳細は４ページ
を参照ください。

第４回定例会補正予算第４回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

339億3,530万円

補正額

15億7,450万円

339億5,780万円2,250万円

補正前の額

一般会計（第６号） 323億6,080万円

歳入：国庫支出金、ふるさと寄附金及びふるさと結基金繰入
金の追加、財政調整基金繰入金の調整など
歳出：国の補正予算関連、ふるさと寄附金関係経費、価格高騰
に伴う施設等への支援経費など

歳入、歳出とも出産・子育て応援事業費の追加一般会計（第７号）

32億3,170万円1,570万円
国民健康保険特別会計
（第１号）

32億1,600万円

339億3,530万円

歳入：未就学児均等割保険料分の繰入金、前年度繰越金、過年
度分の保険給付額などが確定したことに伴う精算など
歳出：出産育児一時金の不足に伴う追加、前年度の事業費確

54億150万円200万円介護保険特別会計（第２号） 53億9,950万円 特別養護老人ホームの介護給付費に対応するもの

収益的収入
ガス事業会計
（第１号）

ガス料金、ガス価格激変緩和対策事業補助金

収益的支出 910万円

6億7,200万円

収益的支出 ガス製造所ガス購入費等、人事異動・給与改定による給与費の調整7億1,640万円

資本的支出 人事異動・給与改定による給与費の調整30万円

水道事業会計
（第１号） 資本的支出 60万円

収益的支出 1,820万円下水道事業会計
（第１号） 資本的支出 △280万円 人事異動・給与改定による給与費の調整

浄水・配水施設動力費、人事異動・給与改定による給与費の調整

人事異動・給与改定による給与費の調整

マンホールポンプ・ポンプ場・処理場動力費、人事異動・給与改定による給与費の調整

（刑法等の改正に伴い、関係する条例の改正）

（今後実施する予定の公共施設再編整備事業において、合併特
例事業債の活用を図るために魚沼市新市建設計画を変更）

議案
第113号 ◎

魚沼地域特別養護老人ホーム組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び魚沼地域特別養護老人ホーム組合
規約の変更に伴う財産処分について

（令和５年３月31日をもって小千谷市が脱退するため、小千谷
市負担分に係る財産処分について、議会の議決を求めるもの）

議案
第108号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市子育ての駅かたっくり）

（施設の管理を行わせ指定管理者を指定）

（和田　松木　譲 氏）

（長鳥甲　浅井　誠哉 氏）

（佐梨　南雲　文夫 氏）

（吉水　宮内　正 氏）

（原　渡邉　隆夫 氏）

議案
第109号 ◎

指定管理者の指定について（堀之内体育館）
（施設の管理を行わせ指定管理者を指定）

議案
第110号 ◎

指定管理者の指定について（魚沼市斎場及び魚沼市入広瀬火葬場）
（施設の管理を行わせ指定管理者を指定）

議案
第111号 ◎

指定管理者の指定について（浅草山荘）
（施設の管理を行わせ指定管理者を指定）

議案
第112号 ◎

市道路線の変更について
（路線再編及び橋梁撤去等）

22億5,400万円

22億5,040万円

1億5,630万円

8億7,110万円

7億360万円

23億720万円

15億8,200万円

15億3,400万円

1億5,600万円

8億6,200万円

7億300万円

22億8,900万円

17億1,720万円17億2,000万円

第２回臨時会補正予算第２回臨時会補正予算
主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

歳入：財政調整基金繰入金の調整
歳出：特定空き家除去費用の追加一般会計（第５号） 323億5,520万円 560万円 323億6,080万円
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賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。
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魚沼大地クラブ 魚沼クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属
なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

議案
第96号

魚沼市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
（デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律による個人情報保護に関する法律の改正）

○

議案
第99号

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

（国家公務員及び地方公務員の特別職の期末手当の支給月数
の改定に準じ、議員の期末手当の支給月数の改定）

○

議案
第100号

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

（国家公務員等の特別職の期末手当の支給月数の改定に準じ、
特別職の期末手当の支給月数の改定）

○

議案
第97号

職員の定年の引上げに伴う関係条例の整理について
（地方公務員法の改正による職員の定年引上げ等に伴い、関係
する条例の改正）

◎

議案
第101号

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について
（新潟県人事委員会勧告に準拠した給与改定）

◎

議案
第104号

魚沼市入湯税条例の一部改正について
（ふれあい交流センターこまみにおいて市内他温泉施設との
均衡を図る改正）

◎

議案
第103号

魚沼市立学校設置条例の一部改正について
（魚沼市立入広瀬小学校の閉校に伴う改正）

◎

議案
第106号

魚沼市景観条例の一部改正について
（届出対象行為の基準を見直す改正）

◎

議案
第102号

魚沼市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
（新潟県病院局看護職員の処遇改善の改定に準じた改正）

◎

議案
第105号

魚沼市観光施設等条例の一部改正について
（市内３カ所のスキー場を追加することに伴う改正）

◎

議案
第98号

刑法等改正に伴う関係条例の整理について
◎

第２回臨時会議案等 付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第89号

令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第５号）予算 ◎

請願
請願
第４号

免税軽油制度の継続を求める請願書 ◎

議員
発議

発議
第４号

免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について ◎

陳情
第２号

家族農業を守り、食料自給率の向上を目指す食料・農業
政策への転換を求める意見書の提出について ×

陳情
第３号

マスク着用・非着用による差別や誹謗中傷をなくす取組
に関する陳情 ×

陳情
第４号

子どもの黙食緩和を求める陳情 ×

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任
×＝否決・不採択・不承認

第４回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第90号

令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第６号）

予

　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　例

議案
第107号

魚沼市新市建設計画の変更について
◎

そ

　
　
　
　の

　
　
　
　他

陳

　
　情

◎

議案
第114号

人権擁護委員候補者の推薦について ◎

同意
第３号

教育委員会委員の任命について ◎

議案
第４号

固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

議案
第５号

固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

議案
第６号

固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

議案
第91号

令和４年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ◎

議案
第92号

令和４年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎

議案
第93号

令和４年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第94号

令和４年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第95号

令和４年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第115号

令和４年度魚沼市一般会計補正予算（第７号） ◎

新年の挨拶

議長　関矢孝夫

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　日頃より、市民の皆様方から、市議会にお寄せいただいておりますご支援・ご協力に対し厚くお
礼申し上げます。
　市議会では、２つの常任委員会と広報広聴特別委員会で活動を行ってまいりましたが、昨年１月
に市から令和３年度から10年度までに老朽化により改修や解体をしなければならない公共施設及
びその事業費見込み額について説明を受け、２月にその重要度から中長期的大型事業特別委員会を

設置し検討を行い、その検討結果を提言書としてまとめ、９月に市長に提出いたしました。
　要望活動においては、南魚沼市及び湯沢町の議会と合同で、国道17号浦佐バイパス・六日町バイパスの整備促進、Ｊ
Ｒ上越線及び只見線の円滑な運行、地域の医療・介護を守る支援などについて、新潟県選出の国会議員、関係省庁、新
潟県関係部局長及び自民党県議団に対して、直接要望書を手渡してまいりました。今後も引き続き、地域の課題解決の
ため、積極的な要望活動を行ってまいります。
　また、12月定例会において、議会改革の一環として、タブレット型端末を使ったペーパーレス会議システムを試行
いたしました。今後さらに検証を行い本稼働を目指してまいります。市民の声を聞く会は、４月に市役所本庁舎、11
月に北部庁舎で開催しました。本年もより多くの市民の皆さんのご意見がいただけるよう、一層の工夫を凝らして開催
してまいります。中学生議会につきましても、市内中学校を一巡したことから、昨年から市内すべての中学校から代表
２名を選抜する方式とし、その様子を社会科の時間で学習していただくように変更いたしました。このことにより市内
５校の中学３年生がすべて模擬議会を学習できるようになりました。
　今後も市民の皆様の負託に応えるべく、政策提案を含んだ要望活動や議会改革を積極的に進めることにより、「市民
に開かれ、信頼される議会」を目指し、不断の努力を重ねてまいります。どうか本年も相変わらぬご支援・ご協力を賜
りますよう、心からお願い申し上げまして新年の挨拶といたします。

第２回臨時会・第４回定例会報告第２回臨時会・第４回定例会報告
　令和４年第２回臨時会が11月４日に開催され、市長提出の一般会計補正予算（第５号）を可決しました。
　令和４年第４回定例会が12月２日から12月22日の21日間の会期で開催されました。議会初日に、一般会計補正
予算（第６号）をはじめ６件の補正予算を可決しました。12月６日と７日には、15人の議員が一般質問を行いました。
　最終日には、追加で提案された一般会計補正予算（第７号）、各委員会付託の議案等、議員発議の免税軽油制度
の継続を求める意見書の提出について、すべてが可決となりました。
　請願、陳情関係では、１件の請願が採択、３件の陳情が不採択となりました。討論については、詳細は４ページ
を参照ください。

第４回定例会補正予算第４回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

339億3,530万円

補正額

15億7,450万円

339億5,780万円2,250万円

補正前の額

一般会計（第６号） 323億6,080万円

歳入：国庫支出金、ふるさと寄附金及びふるさと結基金繰入
金の追加、財政調整基金繰入金の調整など
歳出：国の補正予算関連、ふるさと寄附金関係経費、価格高騰
に伴う施設等への支援経費など

歳入、歳出とも出産・子育て応援事業費の追加一般会計（第７号）

32億3,170万円1,570万円
国民健康保険特別会計
（第１号）

32億1,600万円

339億3,530万円

歳入：未就学児均等割保険料分の繰入金、前年度繰越金、過年
度分の保険給付額などが確定したことに伴う精算など
歳出：出産育児一時金の不足に伴う追加、前年度の事業費確

54億150万円200万円介護保険特別会計（第２号） 53億9,950万円 特別養護老人ホームの介護給付費に対応するもの

収益的収入
ガス事業会計
（第１号）

ガス料金、ガス価格激変緩和対策事業補助金

収益的支出 910万円

6億7,200万円

収益的支出 ガス製造所ガス購入費等、人事異動・給与改定による給与費の調整7億1,640万円

資本的支出 人事異動・給与改定による給与費の調整30万円

水道事業会計
（第１号） 資本的支出 60万円

収益的支出 1,820万円下水道事業会計
（第１号） 資本的支出 △280万円 人事異動・給与改定による給与費の調整

浄水・配水施設動力費、人事異動・給与改定による給与費の調整

人事異動・給与改定による給与費の調整

マンホールポンプ・ポンプ場・処理場動力費、人事異動・給与改定による給与費の調整

（刑法等の改正に伴い、関係する条例の改正）

（今後実施する予定の公共施設再編整備事業において、合併特
例事業債の活用を図るために魚沼市新市建設計画を変更）

議案
第113号 ◎

魚沼地域特別養護老人ホーム組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び魚沼地域特別養護老人ホーム組合
規約の変更に伴う財産処分について

（令和５年３月31日をもって小千谷市が脱退するため、小千谷
市負担分に係る財産処分について、議会の議決を求めるもの）

議案
第108号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市子育ての駅かたっくり）

（施設の管理を行わせ指定管理者を指定）

（和田　松木　譲 氏）

（長鳥甲　浅井　誠哉 氏）

（佐梨　南雲　文夫 氏）

（吉水　宮内　正 氏）

（原　渡邉　隆夫 氏）

議案
第109号 ◎

指定管理者の指定について（堀之内体育館）
（施設の管理を行わせ指定管理者を指定）

議案
第110号 ◎

指定管理者の指定について（魚沼市斎場及び魚沼市入広瀬火葬場）
（施設の管理を行わせ指定管理者を指定）

議案
第111号 ◎

指定管理者の指定について（浅草山荘）
（施設の管理を行わせ指定管理者を指定）

議案
第112号 ◎

市道路線の変更について
（路線再編及び橋梁撤去等）

22億5,400万円

22億5,040万円

1億5,630万円

8億7,110万円

7億360万円

23億720万円

15億8,200万円

15億3,400万円

1億5,600万円

8億6,200万円

7億300万円

22億8,900万円

17億1,720万円17億2,000万円

第２回臨時会補正予算第２回臨時会補正予算
主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

歳入：財政調整基金繰入金の調整
歳出：特定空き家除去費用の追加一般会計（第５号） 323億5,520万円 560万円 323億6,080万円
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般

質
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︵
通
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順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　政
府
は
、
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

と
す
る
削
減
目
標
を
公
表
し
、
地
方
自
治
体

や
産
業
界
、広
く
国
民
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

　
　
　市
の
削
減
目
標
は
、
国
や
県
が
示
す

数
値
と
同
様
と
捉
え
て
よ
い
の
か
。

　
　
　市
の
区
域
全
体
の
削
減
目
標
を
定
め

た
魚
沼
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
は
、
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

国
や
県
の
実
行
計
画
に
掲
げ
る
目
標
値
と
の

ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
国
が
示

す
２
０
５
０
年
度
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
計
画
改
定
を
行
う
。

　
　
　魚
沼
市
も
他
市
に
倣
い
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　市
が
脱
炭
素
社
会
実
現
と
い
う
大
き

な
目
標
を
表
明
し
、
宣
言
す
る
姿
勢
を
見
せ

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
今
後
、
実
行
計
画

の
改
定
作
業
を
進
め
る
中
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
へ
の
宣
言
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
を
加
速
す
る
た
め
、

市
長
が
本
部
長
と
な
り
、
市
の
全
部
署
を
統

括
す
る
脱
炭
素
推
進
本
部
（
仮
称
）
の
よ
う

な
組
織
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
時
点
で
、
立
ち
上
げ
る
予
定
は
な

い
が
、
実
行
計
画
の
改
定
に
際
し
、
庁
内
体

制
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　脱
炭
素
は
市
民
一
人
一
人
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。
市
民
へ
の
周
知
と
共
に
市

が
率
先
し
て
手
本
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　市
で
は
一
事
業
所
と
し
て
、
市
役
所

の
二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
を
定
め
た
「
第
３

次
魚
沼
市
環
境
配
慮
実
践
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
節
電
や
ク
ー
ル
ビ
ス
等
の
職
員
一
人
一

人
の
主
体
的
な
活
動
に
よ
り
庁
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
削
減
に
務
め
て
い
る
。

　
　
　現
在
、
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ゼ
ブ
）
仕
様

と
な
っ
て
い
る
の
か
。Ｃ
Ｏ
２
削
減
率
は
何
％

程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ（
ゼ
ブ
レ
デ
ィ
）

を
設
計
の
考
え
方
と
し
て
い
る
。Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ

ａ
ｄ
ｙ
は
、
50
％
程
度
省
エ
ネ
目
標
と
し
て

い
て
、
そ
れ
を
目
指
し
て
設
計
し
て
い
る
。

　魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
あ
る

が
、
一
方
、
そ
の
魚
沼
の
地
で
年
間
１
０
０

農
業
事
業
者
が
離
農
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は

全
国
の
中
山
間
地
農
業
に
お
い
て
も
似
た
状
況

と
考
え
る
。
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、

農
業
経
営
に
苦
し
ん
で
い
る
家
族
農
業
者
へ
の

大
き
な
支
援
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
制

度
の
復
活
を
求
め
る
陳
述
書
に
賛
成
す
る
。

　今
日
の
日
本
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
解
決

の
た
め
に
大
事
な
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
陳
情
内
容
は
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
農

業
施
策
に
有
益
で
な
い
提
案
が
含
ま
れ
て
い

る
点
や
、
す
で
に
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
が
多
く
、
魚
沼
市
が
国
に
要
望
す
る
こ
と

は
不
適
切
で
あ
り
反
対
す
る
。

　陳
情
が
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、
ま
だ
ま
だ

マ
ス
ク
の
着
用
・
非
着
用
の
考
え
方
が
周
知

さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
陳
情
を
受
け
止
め
、
ま
ず
は
市
内
の
小
中

学
校
へ
の
調
査
を
行
う
中
で
状
況
を
把
握
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

や
、
回
覧
・
ポ
ス
タ
ー
等
を
通
じ
て
、
市
民

へ
の
啓
発
を
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
賛
成

す
る
。

　魚
沼
市
で
は
、
既
に
人
権
に
配
慮
し
た
冷

静
な
行
動
が
大
切
だ
と
し
て
、
市
民
に
広
報

し
て
い
る
。

　イ
ベ
ン
ト
、
集
会
等
で
マ
ス
ク
着
用
を
求

め
て
い
る
が
任
意
で
着
用
し
な
い
人
も
い
る
。

こ
の
陳
情
を
認
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
か
え

っ
て
世
論
は
二
分
し
、
人
権
問
題
に
発
展
し

か
ね
な
い
た
め
反
対
す
る
。

　学
校
給
食
は
教
育
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
柱
だ
と
考
え
る
。
こ
の
陳
情
は
、
市
民
か

ら
黙
食
を
強
要
し
て
い
る
こ
と
の
懸
念
か
ら

出
さ
れ
た
も
の
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

強
要
は
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う

な
懸
念
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
学
校
ご
と
の
受
け
止
め
や
対
応
が

違
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
懸
念
を
伝
え

給
食
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
適
切
に
行
う
よ

う
に
求
め
る
た
め
賛
成
す
る
。

　学
校
の
指
導
と
し
て
は
一
律
に
必
ず
黙
食

を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
学
校
現
場

の
実
態
に
応
じ
て
適
切
に
指
示
を
出
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

場
面
場
面
に
応
じ
て
適
切
に
子
ど
も
た
ち
に

指
示
を
出
し
て
い
る
と
認
識
で
き
、
あ
え
て
、

子
ど
も
の
黙
食
緩
和
を
求
め
る
ま
で
も
な
い

と
考
え
反
対
す
る
。

問問問 答

問問 答答

答答

佐藤　　肇

魚
沼
市
の
脱
炭
素
の
取
組

を
問
う

※

１

　Ｚ
Ｅ
Ｂ

　快
適
な
室
内
環
境
を
実
現
し
な
が
ら
、
建
物

で
消
費
す
る
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
建
物
の
こ
と
。

※

２

　Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ

　Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
見
据
え
た
先
進
建
築
物
と
し
て
、

外
皮
の
高
断
熱
化
及
び
高
効
率
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
備
え
た
建
築
物
の
こ
と
。

※

１

※

２

　９
月
16
日
に
新
潟
県
立
小
出
高
校
に
て
「
市

長
と
の
語
ら
ん
会
」
が
開
か
れ
た
。

　
　
　高
校
生
と
語
ら
ん
会
を
開
い
て
市
長

が
感
じ
た
こ
と
は
。

　
　
　若
い
世
代
か
ら
の
意
見
を
直
接
聴
く

機
会
と
な
り
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　
　
　「将
来
、
魚
沼
地
域
に
帰
っ
て
き
た
い

と
思
う
か
」
と
い
う
問
い
に
13
人
中
７
人
ほ

ど
が
帰
っ
て
き
た
い
と
挙
手
し
た
。
こ
の
人

数
を
ど
う
捉
え
た
か
。

　
　
　直
観
的
に
多
い
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　市
長
か
ら
「
魚
沼
に
帰
っ
て
く
る
に

は
何
が
必
要
か
。
帰
っ
て
き
や
す
く
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
の
問
い
で
「
市

民
割
制
度
を
授
け
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
答

え
が
あ
っ
た
が
、
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　市
へ
の
移
住
定
住
施
策
の
一
貫
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
ほ
か
の
制

度
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　今
回
の
高
校
生
か
ら
の
提
案
の
中
で

予
算
付
け
に
つ
な
が
る
意
見
は
あ
っ
た
か
。

　
　
　現
時
点
で
は
、
様
々
な
意
見
を
実
現

可
能
か
ど
う
か
庁
内
で
検
討
し
て
い
る
。
今

後
も
若
い
世
代
の
率
直
な
意
見
を
継
続
的
に

聴
く
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

移
動
投
票
所
の
開
設
に
つ
い
て

　今
後
の
移
動
投
票
所
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　移
動
投
票
所
の
必
要
性
を
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
　タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
が
投
票

環
境
の
向
上
と
公
平
性
の
観
点
か
ら
有
効
と

考
え
る
た
め
、
現
段
階
で
の
移
動
投
票
所
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　移
動
投
票
所
の
開
設
は
全
国
規
模
で

広
ま
っ
て
い
る
。
市
の
面
積
も
広
く
、
高
齢

者
の
多
い
魚
沼
市
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
取
組

で
は
な
い
か
。

　
　
　課
題
と
な
る
時
間
的
制
約
、
人
員
の

確
保
及
び
天
候
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
引

き
続
き
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
を
実
施

し
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　全
国
各
地
で
移
動
投
票
所
が
開
設
さ

れ
て
い
る
が
、
魚
沼
市
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
移
動
投
票
所
の
開

設
を
断
念
し
た
主
な
理
由
は
何
か
。

　
　
　目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
を

可
能
な
限
り
排
除
し
、
投
票
管
理
者
等
が
狭

い
車
両
に
長
時
間
一
緒
に
い
る
と
い
っ
た
密

に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
こ
と
に
よ
る
。

浅井　宏昭

﹁
高
校
生
と
市
長
と
の
語
ら

ん
会
in
小
出
高
校
﹂
を
開
催

し
て
感
じ
た
こ
と
は

　
　
　任
期
も
半
分
が
過
ぎ
た
が
、
改
め

て
所
感
や
反
省
、
今
後
の
抱
負
を
伺
う
。

　
　
　こ
の
２
年
間
は
、
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
概
ね
で
き
て
い

る
、
ま
た
は
、
取
り
か
か
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
少
子
高
齢
化
や

人
手
不
足
の
解
消
は
、
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
医
療
、
福
祉
、
農
業
及
び

商
工
業
等
の
分
野
に
お
い
て
、
従
事
者
へ

の
支
援
や
後
継
者
育
成
を
重
点
的
に
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
懸
案

と
な
っ
て
い
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

50
床
増
床
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
末

ま
で
に
確
保
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民

の
声
を
聞
き
、
引
き
続
き
語
ら
ん
会
や
移

動
市
長
室
を
続
け
て
い
く
。
本
市
に
は
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
が
、

議
会
と
力
を
合
わ
せ
て
人
々
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
。

ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

　安
価
で
身
近
で
簡
単
に
使
え
る
ス
タ
ー

リ
ン
ク
は
、
大
規
模
災
害
に
も
強
く
、
山

間
地
で
も
通
信
が
で
き
、
自
治
体
と
し
て

も
活
用
度
は
大
き
い
。
当
市
に
お
い
て
も

新
た
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
へ
の
必
要

性
が
あ
り
、
防
災
無
線
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
可
能
性
が
限

り
な
く
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　今
後
、
公
共
施
設
の
通
信
関
連
を

全
面
的
に
改
め
ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み
な
い
か
。

　
　
　人
工
衛
星
通
信
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
は
、
今
後
ま
す
ま
す
デ
ジ
タ
ル
社

会
が
進
む
中
で
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
容
量
高
速

通
信
に
対
応
す
る
に
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を

中
心
と
し
た
情
報
通
信
基
盤
の
ほ
う
が
、

よ
り
安
定
し
た
情
報
通
信
を
提
供
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。
現
時
点
で
は
人
工
衛
星

に
よ
る
通
信
手
段
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ

を
補
完
す
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
ス

タ
ー
リ
ン
ク
は
、
現
状
で
は
個
人
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
れ
る
た
め
、
法
人
や
自

治
体
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
く
。

本田　　篤

内
田
市
政
２
年
間
を
振
り

返
っ
て

問答

問答

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

陳
情
第
２
号

﹁
家
族
農
業
を
守
り
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
目
指
す
食
料
・
農
業
政
策
へ
の
転
換

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
﹂

陳
情
第
３
号

﹁
マ
ス
ク
着
用
・
非
着
用
に
よ
る
差
別
や

誹
謗
中
傷
を
な
く
す
取
組
に
関
す
る
陳
情
﹂

陳
情
第
４
号

﹁
子
ど
も
の
黙
食
緩
和
を
求
め
る
陳
情
﹂

賛
成
・
反
対
討
論

問問問問 答答答答

問問問 答答答
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　政
府
は
、
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

と
す
る
削
減
目
標
を
公
表
し
、
地
方
自
治
体

や
産
業
界
、広
く
国
民
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

　
　
　市
の
削
減
目
標
は
、
国
や
県
が
示
す

数
値
と
同
様
と
捉
え
て
よ
い
の
か
。

　
　
　市
の
区
域
全
体
の
削
減
目
標
を
定
め

た
魚
沼
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
は
、
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

国
や
県
の
実
行
計
画
に
掲
げ
る
目
標
値
と
の

ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
国
が
示

す
２
０
５
０
年
度
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
計
画
改
定
を
行
う
。

　
　
　魚
沼
市
も
他
市
に
倣
い
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　市
が
脱
炭
素
社
会
実
現
と
い
う
大
き

な
目
標
を
表
明
し
、
宣
言
す
る
姿
勢
を
見
せ

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
今
後
、
実
行
計
画

の
改
定
作
業
を
進
め
る
中
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
へ
の
宣
言
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
を
加
速
す
る
た
め
、

市
長
が
本
部
長
と
な
り
、
市
の
全
部
署
を
統

括
す
る
脱
炭
素
推
進
本
部
（
仮
称
）
の
よ
う

な
組
織
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
時
点
で
、
立
ち
上
げ
る
予
定
は
な

い
が
、
実
行
計
画
の
改
定
に
際
し
、
庁
内
体

制
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　脱
炭
素
は
市
民
一
人
一
人
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。
市
民
へ
の
周
知
と
共
に
市

が
率
先
し
て
手
本
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　市
で
は
一
事
業
所
と
し
て
、
市
役
所

の
二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
を
定
め
た
「
第
３

次
魚
沼
市
環
境
配
慮
実
践
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
節
電
や
ク
ー
ル
ビ
ス
等
の
職
員
一
人
一

人
の
主
体
的
な
活
動
に
よ
り
庁
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
削
減
に
務
め
て
い
る
。

　
　
　現
在
、
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ゼ
ブ
）
仕
様

と
な
っ
て
い
る
の
か
。Ｃ
Ｏ
２
削
減
率
は
何
％

程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ（
ゼ
ブ
レ
デ
ィ
）

を
設
計
の
考
え
方
と
し
て
い
る
。Ｚ
Ｅ
Ｂ 
Ｒ
ｅ

ａ
ｄ
ｙ
は
、
50
％
程
度
省
エ
ネ
目
標
と
し
て

い
て
、
そ
れ
を
目
指
し
て
設
計
し
て
い
る
。

　魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
あ
る

が
、
一
方
、
そ
の
魚
沼
の
地
で
年
間
１
０
０

農
業
事
業
者
が
離
農
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は

全
国
の
中
山
間
地
農
業
に
お
い
て
も
似
た
状
況

と
考
え
る
。
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、

農
業
経
営
に
苦
し
ん
で
い
る
家
族
農
業
者
へ
の

大
き
な
支
援
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
制

度
の
復
活
を
求
め
る
陳
述
書
に
賛
成
す
る
。

　今
日
の
日
本
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
解
決

の
た
め
に
大
事
な
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
陳
情
内
容
は
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
農

業
施
策
に
有
益
で
な
い
提
案
が
含
ま
れ
て
い

る
点
や
、
す
で
に
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
が
多
く
、
魚
沼
市
が
国
に
要
望
す
る
こ
と

は
不
適
切
で
あ
り
反
対
す
る
。

　陳
情
が
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、
ま
だ
ま
だ

マ
ス
ク
の
着
用
・
非
着
用
の
考
え
方
が
周
知

さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
陳
情
を
受
け
止
め
、
ま
ず
は
市
内
の
小
中

学
校
へ
の
調
査
を
行
う
中
で
状
況
を
把
握
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

や
、
回
覧
・
ポ
ス
タ
ー
等
を
通
じ
て
、
市
民

へ
の
啓
発
を
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
賛
成

す
る
。

　魚
沼
市
で
は
、
既
に
人
権
に
配
慮
し
た
冷

静
な
行
動
が
大
切
だ
と
し
て
、
市
民
に
広
報

し
て
い
る
。

　イ
ベ
ン
ト
、
集
会
等
で
マ
ス
ク
着
用
を
求

め
て
い
る
が
任
意
で
着
用
し
な
い
人
も
い
る
。

こ
の
陳
情
を
認
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
か
え

っ
て
世
論
は
二
分
し
、
人
権
問
題
に
発
展
し

か
ね
な
い
た
め
反
対
す
る
。

　学
校
給
食
は
教
育
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
柱
だ
と
考
え
る
。
こ
の
陳
情
は
、
市
民
か

ら
黙
食
を
強
要
し
て
い
る
こ
と
の
懸
念
か
ら

出
さ
れ
た
も
の
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

強
要
は
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う

な
懸
念
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
学
校
ご
と
の
受
け
止
め
や
対
応
が

違
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
懸
念
を
伝
え

給
食
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
適
切
に
行
う
よ

う
に
求
め
る
た
め
賛
成
す
る
。

　学
校
の
指
導
と
し
て
は
一
律
に
必
ず
黙
食

を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
学
校
現
場

の
実
態
に
応
じ
て
適
切
に
指
示
を
出
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

場
面
場
面
に
応
じ
て
適
切
に
子
ど
も
た
ち
に

指
示
を
出
し
て
い
る
と
認
識
で
き
、
あ
え
て
、

子
ど
も
の
黙
食
緩
和
を
求
め
る
ま
で
も
な
い

と
考
え
反
対
す
る
。

問問問 答

問問 答答

答答

佐藤　　肇

魚
沼
市
の
脱
炭
素
の
取
組

を
問
う

※

１

　Ｚ
Ｅ
Ｂ

　快
適
な
室
内
環
境
を
実
現
し
な
が
ら
、
建
物

で
消
費
す
る
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
建
物
の
こ
と
。

※

２

　Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ

　Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
見
据
え
た
先
進
建
築
物
と
し
て
、

外
皮
の
高
断
熱
化
及
び
高
効
率
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
備
え
た
建
築
物
の
こ
と
。

※

１

※

２

　９
月
16
日
に
新
潟
県
立
小
出
高
校
に
て
「
市

長
と
の
語
ら
ん
会
」
が
開
か
れ
た
。

　
　
　高
校
生
と
語
ら
ん
会
を
開
い
て
市
長

が
感
じ
た
こ
と
は
。

　
　
　若
い
世
代
か
ら
の
意
見
を
直
接
聴
く

機
会
と
な
り
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　
　
　「将
来
、
魚
沼
地
域
に
帰
っ
て
き
た
い

と
思
う
か
」
と
い
う
問
い
に
13
人
中
７
人
ほ

ど
が
帰
っ
て
き
た
い
と
挙
手
し
た
。
こ
の
人

数
を
ど
う
捉
え
た
か
。

　
　
　直
観
的
に
多
い
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　市
長
か
ら
「
魚
沼
に
帰
っ
て
く
る
に

は
何
が
必
要
か
。
帰
っ
て
き
や
す
く
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
の
問
い
で
「
市

民
割
制
度
を
授
け
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
答

え
が
あ
っ
た
が
、
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　市
へ
の
移
住
定
住
施
策
の
一
貫
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
ほ
か
の
制

度
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　今
回
の
高
校
生
か
ら
の
提
案
の
中
で

予
算
付
け
に
つ
な
が
る
意
見
は
あ
っ
た
か
。

　
　
　現
時
点
で
は
、
様
々
な
意
見
を
実
現

可
能
か
ど
う
か
庁
内
で
検
討
し
て
い
る
。
今

後
も
若
い
世
代
の
率
直
な
意
見
を
継
続
的
に

聴
く
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

移
動
投
票
所
の
開
設
に
つ
い
て

　今
後
の
移
動
投
票
所
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　移
動
投
票
所
の
必
要
性
を
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
　タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
が
投
票

環
境
の
向
上
と
公
平
性
の
観
点
か
ら
有
効
と

考
え
る
た
め
、
現
段
階
で
の
移
動
投
票
所
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　移
動
投
票
所
の
開
設
は
全
国
規
模
で

広
ま
っ
て
い
る
。
市
の
面
積
も
広
く
、
高
齢

者
の
多
い
魚
沼
市
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
取
組

で
は
な
い
か
。

　
　
　課
題
と
な
る
時
間
的
制
約
、
人
員
の

確
保
及
び
天
候
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
引

き
続
き
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
を
実
施

し
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　全
国
各
地
で
移
動
投
票
所
が
開
設
さ

れ
て
い
る
が
、
魚
沼
市
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
移
動
投
票
所
の
開

設
を
断
念
し
た
主
な
理
由
は
何
か
。

　
　
　目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
を

可
能
な
限
り
排
除
し
、
投
票
管
理
者
等
が
狭

い
車
両
に
長
時
間
一
緒
に
い
る
と
い
っ
た
密

に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
こ
と
に
よ
る
。

浅井　宏昭

﹁
高
校
生
と
市
長
と
の
語
ら

ん
会
in
小
出
高
校
﹂
を
開
催

し
て
感
じ
た
こ
と
は

　
　
　任
期
も
半
分
が
過
ぎ
た
が
、
改
め

て
所
感
や
反
省
、
今
後
の
抱
負
を
伺
う
。

　
　
　こ
の
２
年
間
は
、
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
概
ね
で
き
て
い

る
、
ま
た
は
、
取
り
か
か
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
少
子
高
齢
化
や

人
手
不
足
の
解
消
は
、
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
医
療
、
福
祉
、
農
業
及
び

商
工
業
等
の
分
野
に
お
い
て
、
従
事
者
へ

の
支
援
や
後
継
者
育
成
を
重
点
的
に
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
懸
案

と
な
っ
て
い
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

50
床
増
床
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
末

ま
で
に
確
保
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民

の
声
を
聞
き
、
引
き
続
き
語
ら
ん
会
や
移

動
市
長
室
を
続
け
て
い
く
。
本
市
に
は
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
が
、

議
会
と
力
を
合
わ
せ
て
人
々
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
。

ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

　安
価
で
身
近
で
簡
単
に
使
え
る
ス
タ
ー

リ
ン
ク
は
、
大
規
模
災
害
に
も
強
く
、
山

間
地
で
も
通
信
が
で
き
、
自
治
体
と
し
て

も
活
用
度
は
大
き
い
。
当
市
に
お
い
て
も

新
た
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
へ
の
必
要

性
が
あ
り
、
防
災
無
線
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
可
能
性
が
限

り
な
く
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　今
後
、
公
共
施
設
の
通
信
関
連
を

全
面
的
に
改
め
ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み
な
い
か
。

　
　
　人
工
衛
星
通
信
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
は
、
今
後
ま
す
ま
す
デ
ジ
タ
ル
社

会
が
進
む
中
で
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
容
量
高
速

通
信
に
対
応
す
る
に
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を

中
心
と
し
た
情
報
通
信
基
盤
の
ほ
う
が
、

よ
り
安
定
し
た
情
報
通
信
を
提
供
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。
現
時
点
で
は
人
工
衛
星

に
よ
る
通
信
手
段
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ

を
補
完
す
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
ス

タ
ー
リ
ン
ク
は
、
現
状
で
は
個
人
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
れ
る
た
め
、
法
人
や
自

治
体
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
く
。

本田　　篤

内
田
市
政
２
年
間
を
振
り

返
っ
て

問答

問答

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

陳
情
第
２
号

﹁
家
族
農
業
を
守
り
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
目
指
す
食
料
・
農
業
政
策
へ
の
転
換

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
﹂

陳
情
第
３
号

﹁
マ
ス
ク
着
用
・
非
着
用
に
よ
る
差
別
や

誹
謗
中
傷
を
な
く
す
取
組
に
関
す
る
陳
情
﹂

陳
情
第
４
号

﹁
子
ど
も
の
黙
食
緩
和
を
求
め
る
陳
情
﹂

賛
成
・
反
対
討
論

問問問問 答答答答

問問問 答答答
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　10
月
１
日
、
只
見
線
全
線
運
転
再
開
と
な

り
、
満
員
列
車
の
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
、
臨
時
列
車
の
期
間
を
延
長
し

て
の
対
応
が
あ
っ
た
。
市
内
へ
の
経
済
効
果

は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
は

「
只
見
線
全
線
運
転
再
開
を
一
過
性
に
す
る
こ

と
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上

に
利
活
用
を
推
進
し
、
官
民
協
働
で
沿
線
地

域
を
活
性
化
す
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。

　
　
　官
民
協
働
を
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で

行
う
の
か
。
利
活
用
推
進
の
具
体
策
は
何
か
。

　
　
　こ
の
優
れ
た
観
光
資
源
を
ビ
ジ
ネ
ス

に
活
用
し
て
、
経
済
活
動
へ
と
発
展
し
て
い

け
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
民
間
か
ら
積
極

的
に
提
案
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
つ
な
が
る
取
組
に
対
し
て
、
行
政

が
後
方
支
援
を
行
う
こ
と
も
、
官
民
協
働
と

し
て
の
一
つ
の
仕
組
み
・
形
態
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
具
体
策
に
つ
い
て
は
、
魚
沼
な

ら
で
は
の
お
も
て
な
し
や
特
色
あ
る
取
組
を

事
業
者
か
ら
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
市

が
情
報
発
信
し
な
が
ら
民
間
事
業
者
の
取
組

を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
　只
見
線
を
核
に
し
た
魚
沼
市
や
沿
線

地
域
の
活
性
化
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

　
　
　市
内
で
下
車
し
た
く
な
る
魅
力
づ
く

り
や
発
信
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
で
の
飲
食

や
宿
泊
、
体
験
な
ど
を
通
じ
た
経
済
効
果
の

み
な
ら
ず
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
も
重
要
な

要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。
全
線
運
転
再
開
を

好
機
と
し
て
捉
え
、
市
観
光
協
会
や
関
係
団

体
を
は
じ
め
、
福
島
県
と
も
連
携
し
な
が
ら

官
民
協
働
に
よ
る
周
遊
観
光
の
推
進
を
図
る

こ
と
で
、
只
見
線
と
本
市
観
光
の
付
加
価
値

を
高
め
、
滞
在
時
間
や
域
内
消
費
を
伸
ば
す

こ
と
で
沿
線
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

小
出
地
区
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い

て
問
う

　商
店
街
の
賑
わ
い
の
創
出
は
、
第
二
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
主
要
な
施

策
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
、
施
策
達
成
に

は
多
角
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
あ
る
。

　
　
　市
民
が
期
待
し
て
い
る
「
商
店
街
の

賑
わ
い
」
を
ど
の
よ
う
に
創
出
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　新
た
に
整
備
さ
れ
る
施
設
と
地
元
商

店
街
を
市
民
等
が
回
遊
す
る
仕
掛
け
が
必
要

と
考
え
る
。
国
県
や
市
の
支
援
制
度
の
活
用

を
促
し
な
が
ら
若
い
人
た
ち
が
足
を
向
け
た

く
な
る
よ
う
な
商
店
街
づ
く
り
に
向
け
て
事

業
者
自
ら
が
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
へ
と
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
　商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
」
が
で
き
な
い
の
か 

。

　
　
　今
後
、
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
に
対
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
意
義
や

派
遣
要
請
等
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
た
い
。

　市
が
実
施
し
て
い
る
健
康
診
断
の
受
診

率
向
上
策
や
、
市
民
の
健
康
増
進
を
進
め

る
施
策
に
つ
い
て
提
案
と
市
長
の
見
解
を

問
う
。
　

　
　
　魚
沼
市
の
健
康
診
断
の
現
状
は
ど

う
か
。
未
受
診
者
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　平
成
28
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
の
国
保
特
定
健
診
で
の
受
診
率
は
52
〜

53
％
程
度
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
昨
年
度
は
44
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、

未
受
診
者
に
は
個
別
に
案
内
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　検
診
結
果
に
お
い
て
医
師
の
受
診

を
勧
め
ら
れ
て
も
、
病
院
に
行
か
な
い
人

も
い
る
。
特
に
、
自
覚
症
状
が
な
い
高
血

圧
や
糖
尿
病
に
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

医
師
に
よ
る
再
検
査
や
治
療
が
開
始
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ん
に
も
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
人
に
対
す
る
市
の
勧
奨
・
指
導
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　診
断
結
果
で
重
症
化
の
恐
れ
の
あ

る
人
に
は
個
別
に
保
健
師
等
か
ら
受
診
の

案
内
を
し
て
３
カ
月
経
過
し
て
も
受
診
さ

れ
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
再
度
の
訪
問
を

し
、
受
診
を
促
し
て
い
る
。

　
　
　疾
病
を
発
症
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
生
活
指
導
や
適
度
な
運
動
を
継
続
す

る
こ
と
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
。
運

動
さ
せ
る
な
ど
、
保
健
体
育
指
導
を
実
施

で
き
な
い
か
。

　
　
　市
は
１
次
予
防
に
重
点
を
置
き
、

「
う
お
ぬ
ま
元
気
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
活
用

し
て
運
動
習
慣
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　先
日
、
新
潟
日
報
で
長
岡
市
の
糖

尿
病
対
策
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

糖
尿
病
を
正
し
く
理
解
し
重
症
化
を
防
止

す
る
た
め
の
動
画
を
作
成
し
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
し
て

い
る
。
当
市
で
も
こ
う
し
た
周
知
活
動
の

徹
底
を
求
め
る
。

　
　
　予
防
活
動
が
大
切
で
あ
り
、
市
民

の
関
心
を
図
り
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
第
一
段
と
し
て
、「
こ
こ

ろ
の
健
康
」
に
関
す
る
動
画
を
、
さ
ら
に

第
二
弾
と
し
て
「
生
活
習
慣
病
予
防
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
」
を
作
成
し
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
で
、

市
内
事
業
所
な
ど
通
し
て
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

答答

問問

問問

答答 　従
来
の
健
康
保
険
証
は
、
２
０
２
４
年
10

月
に
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
健
康
保
険

証
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
と
な
る
。
し
か
し
、

医
療
機
関
等
か
ら
の
批
判
も
上
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
際
の
手

順
に
つ
い
て
。

　
　
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
）
を
持
っ
て
い
る
方
も
、
今
後
、
申
請

さ
れ
る
方
も
利
用
登
録
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
盗
難
・
紛
失
時
の

リ
ス
ク
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
個
人
情
報
は
、

カ
ー
ド
に
入
っ
て
お
ら
ず
個
人
情
報
の
悪
用

は
で
き
な
い
。
暗
証
番
号
が
知
れ
た
場
合
は

危
険
性
が
あ
る
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
利
用
停
止
の
連
絡
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
、
本
人
が
直
接
窓

口
で
受
け
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
施
設
入
居
者
で
寝

た
き
り
の
人
な
ど
の
対
応
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　総
務
省
が
定
め
た
事
務
処
理
要
領
に

よ
り
本
人
確
認
が
求
め
ら
れ
、
申
請
者
本
人

が
来
庁
し
て
の
受
け
取
り
を
原
則
と
し
て
い

る
。
や
む
を
得
な
い
理
由
に
限
り
代
理
人
の

交
付
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　金
融
機
関
等
で
は
、
本
人
受
け
取
り

を
親
展
で
郵
送
し
て
い
る
が
検
討
は
で
き
な

い
か
。

　
　
　全
国
的
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
普
及
に

際
し
て
の
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
の
で
、
申
請
手

続
き
を
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
国
は
検
討
を
し
て
い
る
が
、
当
面
の

間
は
、
現
在
の
取
扱
い
で
実
施
し
て
欲
し
い

と
し
て
い
る
。

　
　
　将
来
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
全
て
を

管
理
し
て
い
く
。
紛
失
等
で
再
発
行
に
１
カ

月
程
度
か
か
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
間
の

身
分
を
保
証
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

　
　
　全
国
一
律
の
こ
と
な
の
で
、
国
の
ほ

う
で
再
発
行
ま
で
の
期
間
を
短
縮
す
る
な
ど

検
討
を
し
て
い
る
。

民
生
・
児
童
委
員
の
高
齢
化
、
な
り
手
不
足

に
つ
い
て
問
う

　
　
　民
生
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
役
の
必
要
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
で
、
魚
沼
市
で
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
高
齢
化
や

な
り
手
不
足
に
対
す
る
考
え
方
と
対
応
は
ど

う
か
。

　
　
　地
域
と
福
祉
行
政
を
つ
な
ぐ
大
事
な

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
役
の
民
生
委
員
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
市
長
会
等
を
通
じ
て
処
遇
改
善
等

を
要
望
し
て
い
く
。

答答答

問問問

問 問問

答答答

問問 答

問問 答答

答

大桃　俊彦

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い

て
問
う

横山　正樹

佐藤　敏雄

糖
尿
病
の
周
知
と
医
療
費

の
削
減
に
つ
い
て
問
う

只
見
線
を
核
に
し
た
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
問
う

　
　
　市
長
か
ら
、
今
後
の
公
共
施
設
の
在

り
方
に
関
す
る
提
言
書
の
回
答
で
、
魚
沼
市

立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
居
住
誘
導
を
進
め

る
と
し
た
が
、
誘
導
地
域
に
は
、
水
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
含
ま
れ
る
区
域
も
あ
る
。
今

後
、
検
討
さ
れ
る
「
防
災
指
針
」
と
避
難
先

と
し
て
の
公
共
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
を
ど
う
関

連
づ
け
る
か
。

　
　
　「防
災
指
針
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

水
害
等
に
対
す
る
リ
ス
ク
分
析
、
課
題
の
整

理
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
検
討
結
果
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
再
編
を
踏
ま
え
た
中
で

災
害
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
具
体
的
な
取
組
を

進
め
て
い
く
。

　
　
　自
然
・
原
子
力
災
害
に
お
け
る
避
難

先
と
し
て
、
公
共
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
の
関
連

性
は
重
要
だ
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
、

避
難
先
で
の
リ
ス
ク
分
散
や
軽
減
も
検
討
す

べ
き
だ
。
公
共
ス
ト
ッ
ク
の
数
や
位
置
の
検

討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　今
後
、
公
共
施
設
の
再
編
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
の

現
状
に
応
じ
た
避
難
の
考
え
方
を
整
理
し
、

民
間
事
業
者
の
保
有
す
る
施
設
等
の
活
用
に

向
け
た
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
施
設
と
自
治
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　
　
　公
共
施
設
の
在
り
方
検
討
と
な
る
と
、

再
利
用
の
観
点
が
多
い
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
明
確
化
し
、
地
域
再
生
実
現
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
す
べ
き
と
考
え
る
。
多
様
な
利
害

関
係
者
の
つ
く
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
な
い
か
。

　
　
　小
出
地
域
ま
ち
な
か
再
生
事
業
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
は
、
市
民
の
声
を
反
映

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
組

で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。
今
後
、
ト
ー

タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
見
出
し
、
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
ど
う
生
か
す
か
は
、
引
き
続
き
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

市
内
全
体
を
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
い
う
捉
え
方

に
つ
い
て

　
　
　市
内
全
体
を
一
つ
の
ホ
テ
ル
（
リ
ゾ

ー
ト
）
に
見
立
て
、
市
民
参
加
の
観
光
が
目

指
せ
な
い
か
。
観
光
や
ま
ち
歩
き
は
市
内
ス

ポ
ッ
ト
へ
、
食
事
は
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
や
居

酒
屋
へ
、
廊
下
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
市
内

公
共
交
通
を
利
用
す
る
。
く
つ
ろ
ぎ
空
間
や

映
画
館
は
、
文
化
会
館
や
お
寺
を
活
用
す
る
。

温
泉
は
、
市
内
各
所
で
楽
し
む
。
お
土
産
は

市
内
商
業
者
や
芸
術
家
に
よ
る
工
芸
品
と
す

る
。
一
つ
の
事
業
者
が
個
人
採
算
の
た
め
で

な
く
、
役
割
り
を
持
っ
た
包
括
連
携
で
観
光

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
６
次
産
業
の

開
発
や
人
材
の
輩
出
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　チ
ー
ム
魚
沼
と
し
て
、
一
つ
の
ホ
テ

ル
と
な
る
た
め
に
は
、
各
主
体
が
観
光
の
メ

イ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
醸

成
を
行
い
、
個
々
の
役
割
を
踏
ま
え
横
断
的

に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
総
合
力
と
実
行
力

を
兼
ね
備
え
た
体
制
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

問問問 答

問 答答

答

遠藤　徳一

﹁
防
災
指
針
﹂の
検
討
と
公

共
施
設
の
関
連
に
つ
い
て

問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　10
月
１
日
、
只
見
線
全
線
運
転
再
開
と
な

り
、
満
員
列
車
の
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
、
臨
時
列
車
の
期
間
を
延
長
し

て
の
対
応
が
あ
っ
た
。
市
内
へ
の
経
済
効
果

は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
は

「
只
見
線
全
線
運
転
再
開
を
一
過
性
に
す
る
こ

と
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上

に
利
活
用
を
推
進
し
、
官
民
協
働
で
沿
線
地

域
を
活
性
化
す
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。

　
　
　官
民
協
働
を
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で

行
う
の
か
。
利
活
用
推
進
の
具
体
策
は
何
か
。

　
　
　こ
の
優
れ
た
観
光
資
源
を
ビ
ジ
ネ
ス

に
活
用
し
て
、
経
済
活
動
へ
と
発
展
し
て
い

け
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
民
間
か
ら
積
極

的
に
提
案
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
つ
な
が
る
取
組
に
対
し
て
、
行
政

が
後
方
支
援
を
行
う
こ
と
も
、
官
民
協
働
と

し
て
の
一
つ
の
仕
組
み
・
形
態
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
具
体
策
に
つ
い
て
は
、
魚
沼
な

ら
で
は
の
お
も
て
な
し
や
特
色
あ
る
取
組
を

事
業
者
か
ら
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
市

が
情
報
発
信
し
な
が
ら
民
間
事
業
者
の
取
組

を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
　只
見
線
を
核
に
し
た
魚
沼
市
や
沿
線

地
域
の
活
性
化
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

　
　
　市
内
で
下
車
し
た
く
な
る
魅
力
づ
く

り
や
発
信
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
で
の
飲
食

や
宿
泊
、
体
験
な
ど
を
通
じ
た
経
済
効
果
の

み
な
ら
ず
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
も
重
要
な

要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。
全
線
運
転
再
開
を

好
機
と
し
て
捉
え
、
市
観
光
協
会
や
関
係
団

体
を
は
じ
め
、
福
島
県
と
も
連
携
し
な
が
ら

官
民
協
働
に
よ
る
周
遊
観
光
の
推
進
を
図
る

こ
と
で
、
只
見
線
と
本
市
観
光
の
付
加
価
値

を
高
め
、
滞
在
時
間
や
域
内
消
費
を
伸
ば
す

こ
と
で
沿
線
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

小
出
地
区
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い

て
問
う

　商
店
街
の
賑
わ
い
の
創
出
は
、
第
二
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
主
要
な
施

策
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
、
施
策
達
成
に

は
多
角
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
あ
る
。

　
　
　市
民
が
期
待
し
て
い
る
「
商
店
街
の

賑
わ
い
」
を
ど
の
よ
う
に
創
出
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　新
た
に
整
備
さ
れ
る
施
設
と
地
元
商

店
街
を
市
民
等
が
回
遊
す
る
仕
掛
け
が
必
要

と
考
え
る
。
国
県
や
市
の
支
援
制
度
の
活
用

を
促
し
な
が
ら
若
い
人
た
ち
が
足
を
向
け
た

く
な
る
よ
う
な
商
店
街
づ
く
り
に
向
け
て
事

業
者
自
ら
が
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
へ
と
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
　商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
」
が
で
き
な
い
の
か 

。

　
　
　今
後
、
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
に
対
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
意
義
や

派
遣
要
請
等
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
た
い
。

　市
が
実
施
し
て
い
る
健
康
診
断
の
受
診

率
向
上
策
や
、
市
民
の
健
康
増
進
を
進
め

る
施
策
に
つ
い
て
提
案
と
市
長
の
見
解
を

問
う
。
　

　
　
　魚
沼
市
の
健
康
診
断
の
現
状
は
ど

う
か
。
未
受
診
者
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　平
成
28
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
の
国
保
特
定
健
診
で
の
受
診
率
は
52
〜

53
％
程
度
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
昨
年
度
は
44
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、

未
受
診
者
に
は
個
別
に
案
内
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　検
診
結
果
に
お
い
て
医
師
の
受
診

を
勧
め
ら
れ
て
も
、
病
院
に
行
か
な
い
人

も
い
る
。
特
に
、
自
覚
症
状
が
な
い
高
血

圧
や
糖
尿
病
に
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

医
師
に
よ
る
再
検
査
や
治
療
が
開
始
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ん
に
も
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
人
に
対
す
る
市
の
勧
奨
・
指
導
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　診
断
結
果
で
重
症
化
の
恐
れ
の
あ

る
人
に
は
個
別
に
保
健
師
等
か
ら
受
診
の

案
内
を
し
て
３
カ
月
経
過
し
て
も
受
診
さ

れ
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
再
度
の
訪
問
を

し
、
受
診
を
促
し
て
い
る
。

　
　
　疾
病
を
発
症
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
生
活
指
導
や
適
度
な
運
動
を
継
続
す

る
こ
と
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
。
運

動
さ
せ
る
な
ど
、
保
健
体
育
指
導
を
実
施

で
き
な
い
か
。

　
　
　市
は
１
次
予
防
に
重
点
を
置
き
、

「
う
お
ぬ
ま
元
気
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
活
用

し
て
運
動
習
慣
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　先
日
、
新
潟
日
報
で
長
岡
市
の
糖

尿
病
対
策
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

糖
尿
病
を
正
し
く
理
解
し
重
症
化
を
防
止

す
る
た
め
の
動
画
を
作
成
し
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
し
て

い
る
。
当
市
で
も
こ
う
し
た
周
知
活
動
の

徹
底
を
求
め
る
。

　
　
　予
防
活
動
が
大
切
で
あ
り
、
市
民

の
関
心
を
図
り
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
第
一
段
と
し
て
、「
こ
こ

ろ
の
健
康
」
に
関
す
る
動
画
を
、
さ
ら
に

第
二
弾
と
し
て
「
生
活
習
慣
病
予
防
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
」
を
作
成
し
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
で
、

市
内
事
業
所
な
ど
通
し
て
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

答答

問問

問問

答答 　従
来
の
健
康
保
険
証
は
、
２
０
２
４
年
10

月
に
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
健
康
保
険

証
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
と
な
る
。
し
か
し
、

医
療
機
関
等
か
ら
の
批
判
も
上
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
際
の
手

順
に
つ
い
て
。

　
　
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
）
を
持
っ
て
い
る
方
も
、
今
後
、
申
請

さ
れ
る
方
も
利
用
登
録
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
盗
難
・
紛
失
時
の

リ
ス
ク
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
個
人
情
報
は
、

カ
ー
ド
に
入
っ
て
お
ら
ず
個
人
情
報
の
悪
用

は
で
き
な
い
。
暗
証
番
号
が
知
れ
た
場
合
は

危
険
性
が
あ
る
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
利
用
停
止
の
連
絡
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
、
本
人
が
直
接
窓

口
で
受
け
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
施
設
入
居
者
で
寝

た
き
り
の
人
な
ど
の
対
応
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　総
務
省
が
定
め
た
事
務
処
理
要
領
に

よ
り
本
人
確
認
が
求
め
ら
れ
、
申
請
者
本
人

が
来
庁
し
て
の
受
け
取
り
を
原
則
と
し
て
い

る
。
や
む
を
得
な
い
理
由
に
限
り
代
理
人
の

交
付
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　金
融
機
関
等
で
は
、
本
人
受
け
取
り

を
親
展
で
郵
送
し
て
い
る
が
検
討
は
で
き
な

い
か
。

　
　
　全
国
的
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
普
及
に

際
し
て
の
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
の
で
、
申
請
手

続
き
を
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
国
は
検
討
を
し
て
い
る
が
、
当
面
の

間
は
、
現
在
の
取
扱
い
で
実
施
し
て
欲
し
い

と
し
て
い
る
。

　
　
　将
来
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
全
て
を

管
理
し
て
い
く
。
紛
失
等
で
再
発
行
に
１
カ

月
程
度
か
か
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
間
の

身
分
を
保
証
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

　
　
　全
国
一
律
の
こ
と
な
の
で
、
国
の
ほ

う
で
再
発
行
ま
で
の
期
間
を
短
縮
す
る
な
ど

検
討
を
し
て
い
る
。

民
生
・
児
童
委
員
の
高
齢
化
、
な
り
手
不
足

に
つ
い
て
問
う

　
　
　民
生
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
役
の
必
要
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
で
、
魚
沼
市
で
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
高
齢
化
や

な
り
手
不
足
に
対
す
る
考
え
方
と
対
応
は
ど

う
か
。

　
　
　地
域
と
福
祉
行
政
を
つ
な
ぐ
大
事
な

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
役
の
民
生
委
員
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
市
長
会
等
を
通
じ
て
処
遇
改
善
等

を
要
望
し
て
い
く
。

答答答

問問問

問 問問

答答答

問問 答

問問 答答

答

大桃　俊彦

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い

て
問
う

横山　正樹

佐藤　敏雄

糖
尿
病
の
周
知
と
医
療
費

の
削
減
に
つ
い
て
問
う

只
見
線
を
核
に
し
た
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
問
う

　
　
　市
長
か
ら
、
今
後
の
公
共
施
設
の
在

り
方
に
関
す
る
提
言
書
の
回
答
で
、
魚
沼
市

立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
居
住
誘
導
を
進
め

る
と
し
た
が
、
誘
導
地
域
に
は
、
水
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
含
ま
れ
る
区
域
も
あ
る
。
今

後
、
検
討
さ
れ
る
「
防
災
指
針
」
と
避
難
先

と
し
て
の
公
共
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
を
ど
う
関

連
づ
け
る
か
。

　
　
　「防
災
指
針
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

水
害
等
に
対
す
る
リ
ス
ク
分
析
、
課
題
の
整

理
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
検
討
結
果
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
再
編
を
踏
ま
え
た
中
で

災
害
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
具
体
的
な
取
組
を

進
め
て
い
く
。

　
　
　自
然
・
原
子
力
災
害
に
お
け
る
避
難

先
と
し
て
、
公
共
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
の
関
連

性
は
重
要
だ
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
、

避
難
先
で
の
リ
ス
ク
分
散
や
軽
減
も
検
討
す

べ
き
だ
。
公
共
ス
ト
ッ
ク
の
数
や
位
置
の
検

討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　今
後
、
公
共
施
設
の
再
編
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
の

現
状
に
応
じ
た
避
難
の
考
え
方
を
整
理
し
、

民
間
事
業
者
の
保
有
す
る
施
設
等
の
活
用
に

向
け
た
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
施
設
と
自
治
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　
　
　公
共
施
設
の
在
り
方
検
討
と
な
る
と
、

再
利
用
の
観
点
が
多
い
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
明
確
化
し
、
地
域
再
生
実
現
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
す
べ
き
と
考
え
る
。
多
様
な
利
害

関
係
者
の
つ
く
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
な
い
か
。

　
　
　小
出
地
域
ま
ち
な
か
再
生
事
業
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
は
、
市
民
の
声
を
反
映

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
組

で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。
今
後
、
ト
ー

タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
見
出
し
、
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
ど
う
生
か
す
か
は
、
引
き
続
き
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

市
内
全
体
を
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
い
う
捉
え
方

に
つ
い
て

　
　
　市
内
全
体
を
一
つ
の
ホ
テ
ル
（
リ
ゾ

ー
ト
）
に
見
立
て
、
市
民
参
加
の
観
光
が
目

指
せ
な
い
か
。
観
光
や
ま
ち
歩
き
は
市
内
ス

ポ
ッ
ト
へ
、
食
事
は
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
や
居

酒
屋
へ
、
廊
下
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
市
内

公
共
交
通
を
利
用
す
る
。
く
つ
ろ
ぎ
空
間
や

映
画
館
は
、
文
化
会
館
や
お
寺
を
活
用
す
る
。

温
泉
は
、
市
内
各
所
で
楽
し
む
。
お
土
産
は

市
内
商
業
者
や
芸
術
家
に
よ
る
工
芸
品
と
す

る
。
一
つ
の
事
業
者
が
個
人
採
算
の
た
め
で

な
く
、
役
割
り
を
持
っ
た
包
括
連
携
で
観
光

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
６
次
産
業
の

開
発
や
人
材
の
輩
出
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　チ
ー
ム
魚
沼
と
し
て
、
一
つ
の
ホ
テ

ル
と
な
る
た
め
に
は
、
各
主
体
が
観
光
の
メ

イ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
醸

成
を
行
い
、
個
々
の
役
割
を
踏
ま
え
横
断
的

に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
総
合
力
と
実
行
力

を
兼
ね
備
え
た
体
制
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

問問問 答

問 答答

答

遠藤　徳一

﹁
防
災
指
針
﹂の
検
討
と
公

共
施
設
の
関
連
に
つ
い
て

問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　市
長
は
、
魚
沼
市
が
も
っ
と
子
育

て
に
特
化
し
た
行
政
を
行
い
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
　子
育
て
世
代
が
孤
立
し
な
い
よ

う
、
そ
し
て
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
全
て

の
保
護
者
が
子
ど
も
の
成
長
に
喜
び
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
見
守
り
育
む
仕
組
み
づ
く
り
の
環

境
を
整
え
る
。
魚
沼
市
独
自
の
施
策
と
し

て
は
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
医
療
費
無

償
、保
育
園
利
用
料
を
第
二
子
か
ら
無
償
、

保
育
園
の
給
食
費
の
副
食
費
の
免
除
等
が

あ
る
。
ま
た
、
出
産
祝
い
金
と
し
て
す
こ

や
か
子
育
て
応
援
給
付
金
が
あ
る
。
令
和

２
年
度
に
設
置
し
た
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
関
係
部
署
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
子
育
て

を
す
る
親
御
さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
妊

娠
期
か
ら
出
産
、
乳
幼
児
期
、
そ
し
て
、

子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
と
相
談
体
制
の
充
実
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　国
も
よ
う
や
く
少
子
化
対
策
を
主

要
な
柱
に
据
え
検
討
し
て
い
る
が
、
魚
沼

市
は
、
現
在
、
出
産
祝
い
金
は
、
一
人
10

万
円
で
あ
る
が
、第
２
子
か
ら
は
20
万
円
、

第
３
子
か
ら
は
30
万
円
の
よ
う
に
増
額
を

検
討
し
な
い
か
。

　
　
　本
市
で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
、

す
こ
や
か
子
育
て
応
援
給
付
金
を
開
始
し

た
。
創
設
し
て
か
ら
７
カ
月
と
間
も
な
い

こ
と
か
ら
国
や
県
、
周
辺
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
必
要
な
子
育
て
支
援
を

研
究
・
調
査
し
て
い
く
。

　
　
　里
親
制
度
に
つ
い
て
、国
や
県
は
、

補
助
金
が
あ
る
が
魚
沼
市
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
里
親
に
対
す
る
市
か
ら

の
手
当
等
の
創
設
と
里
親
を
啓
発
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　養
育
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法

に
基
づ
き
、
措
置
費
と
し
て
一
人
当
た
り

月
額
９
万
円
の
手
当
と
５
万
円
程
度
の
生

活
費
の
支
給
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
里
親

に
対
す
る
県
内
市
町
村
の
手
当
に
つ
い

て
、
独
自
に
行
っ
て
い
る
か
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
あ
り
、
魚
沼
市
と
し
て
現
段
階
で
実
施

す
る
見
込
み
は
な
い
。

　た
だ
し
、
里
親
の
啓
発
は
引
き
続
き
行

っ
て
い
く
。

答答

問問

問

答

　
　
　名
称
変
更
に
よ
る
経
済
効
果
を
よ

り
大
き
な
も
の
に
す
る
た
め
に
具
体
的
な

取
組
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　関
係
機
関
、
地
元
経
済
団
体
等
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
オ
ー
ル
魚
沼
で
取
り

組
み
、
事
業
者
か
ら
は
誘
客
の
契
機
と
し

て
生
か
す
こ
と
を
望
む
。
懸
垂
幕
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
令
和
６
年

の
市
政
20
周
年
に
絡
め
た
事
業
が
で
き
る

も
の
と
期
待
す
る
。
具
体
的
な
取
組
は
、

観
光
協
会
や
事
業
者
と
考
え
て
い
く
。

　
　
　イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
観

光
、
文
化
、
産
業
な
ど
を
紹
介
す
る
施
設

を
整
備
し
、
来
訪
の
き
っ
か
け
を
つ
く
ら

な
い
か
。

　
　
　名
称
変
更
に
よ
る
効
果
を
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
限
定
せ
ず
、
市
内
全

域
の
総
合
的
な
発
展
を
期
待
す
る
た
め
、

現
時
点
で
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。

ご
み
処
理
場
の
建
設
地
用
地
選
定
に
つ
い
て

　２
市
１
町
の
範
囲
内
で
の
ご
み
処
理
場

建
設
計
画
を
白
紙
と
し
、
魚
沼
市
単
独
で

整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
近
年
の
ご
み
処

理
施
設
は
進
化
し
、
市
街
地
内
で
の
建
設

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　当
市
単
独
で
整
備
す
る
新
ご
み
処

理
施
設
の
用
地
選
定
の
基
本
的
な
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　面
積
、
立
地
規
制
、
運
搬
効
率
、

造
成
費
や
住
民
の
理
解
な
ど
多
方
面
か
ら

検
討
し
、
総
合
的
な
判
断
で
進
め
る
。

　
　
　エ
コ
や
蒸
気
発
電
、
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
な
ど
に
よ
り
環
境
教
育
、
温
水
利

用
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
で
活
用
で
き
る
複
合

施
設
に
し
な
い
か
。
畜
産
施
設
近
く
に
建

設
し
、
燃
焼
法
に
よ
る
悪
臭
除
去
を
考
え

な
い
か
。

　
　
　廃
熱
利
用
は
検
討
し
、
燃
焼
法
に

よ
る
悪
臭
除
去
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

答答

問問

問 問

答答 　魚
沼
市
も
共
働
き
、核
家
族
化
が
進
み
、

保
育
所
保
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
特
に
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳
児
保
育
の

希
望
が
増
え
て
い
る
。
反
面
、
保
育
士
の

確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
も
聞
い
て

い
る
。

　
　
　非
常
時
避
難
を
考
え
る
と
、
未
満

児
２
人
に
対
し
、
保
育
士
１
人
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　国
の
最
低
基
準
を
遵
守
し
未
満
児

は
、
０
歳
児
３
人
に
対
し
て
職
員
１
人
以

上
、
１
、
２
歳
児
は
６
人
に
対
し
て
１
人

以
上
の
職
員
を
配
置
し
、
日
頃
か
ら
保
育

の
状
況
等
に
応
じ
加
配
の
職
員
を
配
置
す

る
な
ど
必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　保
育
士
の
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
は
賃

金
面
で
の
処
遇
改
善
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　賃
金
面
で
の
待
遇
改
善
に
加
え
、

会
計
年
度
任
用
職
員
が
多
い
こ
と
か
ら
安

定
し
た
雇
用
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
課
題
改
善
に
向
け
た
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　市
立
保
育
園
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
割
合
は
ど
う
か
。
正
職
員
化
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
割
合

は
、
全
体
の
67
％
を
占
め
て
い
る
。
少
子

化
の
進
展
を
見
据
え
た
中
で
、
幼
児
期
の

教
育
・
保
育
の
量
の
見
込
み
と
必
要
な
提

供
体
制
の
確
保
に
向
け
た
適
正
な
人
員
配

置
の
検
討
を
引
き
続
き
進
め
る
。
ま
た
、

将
来
的
に
持
続
可
能
な
保
育
環
境
を
整
え

る
た
め
、民
間
活
力
の
導
入
を
進
め
て
い
く
。

保
育
園
、
学
校
給
食
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

食
材
の
利
用
を
問
う

　農
水
省
は
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
を
踏
ま
え
た
有
機
農
産
物
の
利
用

拡
大
、
耕
作
面
積
の
拡
大
を
図
る
と
し
て

い
る
。

　
　
　オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
保
育
園
・

学
校
給
食
で
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
は
、
通
常
販

売
さ
れ
て
い
る
食
材
よ
り
も
価
格
が
高
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
給
食
提
供
に
必
要

な
品
目
や
量
を
十
分
に
確
保
で
き
る
か
等

の
課
題
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
課
題
を
一
つ

一
つ
吟
味
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
を
見
直

し
、
自
校
方
式
に
戻
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　給
食
セ
ン
タ
ー
の
受
配
校
に
は
大

量
調
理
が
で
き
る
よ
う
な
設
備
が
な
く
、

調
理
場
施
設
設
備
の
整
備
や
調
理
員
、
栄

養
職
員
等
の
人
材
確
保
等
、
多
大
な
コ
ス

ト
が
か
か
り
現
実
的
で
な
い
と
考
え
る
。

高野甲子雄

保
育
所
保
育
の
充
実
を
図
れ

桑原　郁夫

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
問
う

富永三千敏

Ｉ
Ｃ
名
称
変
更
に
と
も
な

う
地
域
と
経
済
の
活
性
化

の
取
組
に
つ
い
て
問
う

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

問問問 答答答

問問答 答

　
　
　魚
沼
市
に
は
、
犯
罪
被
害
者
に
特

化
し
た
条
例
が
な
い
た
め
、
犯
罪
被
害
者

等
を
支
え
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。
被
害
者
支

援
に
有
効
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
が
、
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
を
問
う
。

　
　
　県
や
警
察
本
部
、
法
テ
ラ
ス
等
か

ら
も
特
化
条
例
の
制
定
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
条
例
制
定
の
重
要
性
は
、
十
分
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
先
進
地
の
条
例
等
を

参
考
に
制
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ︵
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
︶
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
は
、
日
本
で
は
、
現
在
、
２
価
と
４

価
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
が
定
期
接
種
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
海
外
で
は
、
よ
り
多

く
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
遺
伝
子
型
を
標
的
と
す
る
こ

と
が
で
き
、
予
防
効
果
の
高
い
９
価
ワ
ク

チ
ン
が
主
流
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　厚
労
省
は
、
２
価
・
４
価
ワ
ク
チ

ン
を
既
に
１
回
ま
た
は
、
２
回
接
種
し
た

人
が
残
り
の
接
種
を
９
価
ワ
ク
チ
ン
で
完

了
す
る
交
互
接
種
に
つ
い
て
も
可
能
と
し

た
。
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
に
と
も
な
う
当
市
の
対
応
及
び
対
象
と

な
る
方
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
　対
象
者
に
、
正
し
く
分
か
り
や
す

い
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
既

に
接
種
を
開
始
し
て
い
る
方
へ
は
、
２
価

ま
た
は
４
価
ワ
ク
チ
ン
と
の
交
互
接
種
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
市
報
の
ほ
か
、
個
別

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
送
付
し
周
知
し
て

い
く
。

　
　
　先
進
諸
外
国
で
は
、
定
期
接
種
対

象
年
齢
の
男
女
に
対
し
て
主
に
９
価
ワ
ク

チ
ン
で
２
回
の
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
魚
沼
市
は
全
国
に
先
駆
け
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
償
化
し
た
先
進
地
で

あ
る
。
ぜ
ひ
、
男
性
も
対
象
者
に
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
　男
性
の
接
種
に
よ
り
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
の

感
染
で
引
き
起
こ
る
様
々
な
が
ん
や
性
感

染
症
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
パ
ー

ト
ナ
ー
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た

め
、
今
後
、
国
の
動
向
を
み
な
が
ら
医
師

会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

渡辺　一美

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
問
う

問問 答

問 答答
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　市
長
は
、
魚
沼
市
が
も
っ
と
子
育

て
に
特
化
し
た
行
政
を
行
い
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
　子
育
て
世
代
が
孤
立
し
な
い
よ

う
、
そ
し
て
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
全
て

の
保
護
者
が
子
ど
も
の
成
長
に
喜
び
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
見
守
り
育
む
仕
組
み
づ
く
り
の
環

境
を
整
え
る
。
魚
沼
市
独
自
の
施
策
と
し

て
は
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
医
療
費
無

償
、保
育
園
利
用
料
を
第
二
子
か
ら
無
償
、

保
育
園
の
給
食
費
の
副
食
費
の
免
除
等
が

あ
る
。
ま
た
、
出
産
祝
い
金
と
し
て
す
こ

や
か
子
育
て
応
援
給
付
金
が
あ
る
。
令
和

２
年
度
に
設
置
し
た
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
関
係
部
署
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
子
育
て

を
す
る
親
御
さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
妊

娠
期
か
ら
出
産
、
乳
幼
児
期
、
そ
し
て
、

子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
と
相
談
体
制
の
充
実
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　国
も
よ
う
や
く
少
子
化
対
策
を
主

要
な
柱
に
据
え
検
討
し
て
い
る
が
、
魚
沼

市
は
、
現
在
、
出
産
祝
い
金
は
、
一
人
10

万
円
で
あ
る
が
、第
２
子
か
ら
は
20
万
円
、

第
３
子
か
ら
は
30
万
円
の
よ
う
に
増
額
を

検
討
し
な
い
か
。

　
　
　本
市
で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
、

す
こ
や
か
子
育
て
応
援
給
付
金
を
開
始
し

た
。
創
設
し
て
か
ら
７
カ
月
と
間
も
な
い

こ
と
か
ら
国
や
県
、
周
辺
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
必
要
な
子
育
て
支
援
を

研
究
・
調
査
し
て
い
く
。

　
　
　里
親
制
度
に
つ
い
て
、国
や
県
は
、

補
助
金
が
あ
る
が
魚
沼
市
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
里
親
に
対
す
る
市
か
ら

の
手
当
等
の
創
設
と
里
親
を
啓
発
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　養
育
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法

に
基
づ
き
、
措
置
費
と
し
て
一
人
当
た
り

月
額
９
万
円
の
手
当
と
５
万
円
程
度
の
生

活
費
の
支
給
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
里
親

に
対
す
る
県
内
市
町
村
の
手
当
に
つ
い

て
、
独
自
に
行
っ
て
い
る
か
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
あ
り
、
魚
沼
市
と
し
て
現
段
階
で
実
施

す
る
見
込
み
は
な
い
。

　た
だ
し
、
里
親
の
啓
発
は
引
き
続
き
行

っ
て
い
く
。

答答

問問

問

答

　
　
　名
称
変
更
に
よ
る
経
済
効
果
を
よ

り
大
き
な
も
の
に
す
る
た
め
に
具
体
的
な

取
組
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　関
係
機
関
、
地
元
経
済
団
体
等
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
オ
ー
ル
魚
沼
で
取
り

組
み
、
事
業
者
か
ら
は
誘
客
の
契
機
と
し

て
生
か
す
こ
と
を
望
む
。
懸
垂
幕
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
令
和
６
年

の
市
政
20
周
年
に
絡
め
た
事
業
が
で
き
る

も
の
と
期
待
す
る
。
具
体
的
な
取
組
は
、

観
光
協
会
や
事
業
者
と
考
え
て
い
く
。

　
　
　イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
観

光
、
文
化
、
産
業
な
ど
を
紹
介
す
る
施
設

を
整
備
し
、
来
訪
の
き
っ
か
け
を
つ
く
ら

な
い
か
。

　
　
　名
称
変
更
に
よ
る
効
果
を
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
限
定
せ
ず
、
市
内
全

域
の
総
合
的
な
発
展
を
期
待
す
る
た
め
、

現
時
点
で
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。

ご
み
処
理
場
の
建
設
地
用
地
選
定
に
つ
い
て

　２
市
１
町
の
範
囲
内
で
の
ご
み
処
理
場

建
設
計
画
を
白
紙
と
し
、
魚
沼
市
単
独
で

整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
近
年
の
ご
み
処

理
施
設
は
進
化
し
、
市
街
地
内
で
の
建
設

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　当
市
単
独
で
整
備
す
る
新
ご
み
処

理
施
設
の
用
地
選
定
の
基
本
的
な
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　面
積
、
立
地
規
制
、
運
搬
効
率
、

造
成
費
や
住
民
の
理
解
な
ど
多
方
面
か
ら

検
討
し
、
総
合
的
な
判
断
で
進
め
る
。

　
　
　エ
コ
や
蒸
気
発
電
、
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
な
ど
に
よ
り
環
境
教
育
、
温
水
利

用
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
で
活
用
で
き
る
複
合

施
設
に
し
な
い
か
。
畜
産
施
設
近
く
に
建

設
し
、
燃
焼
法
に
よ
る
悪
臭
除
去
を
考
え

な
い
か
。

　
　
　廃
熱
利
用
は
検
討
し
、
燃
焼
法
に

よ
る
悪
臭
除
去
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

答答

問問

問 問

答答 　魚
沼
市
も
共
働
き
、核
家
族
化
が
進
み
、

保
育
所
保
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
特
に
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳
児
保
育
の

希
望
が
増
え
て
い
る
。
反
面
、
保
育
士
の

確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
も
聞
い
て

い
る
。

　
　
　非
常
時
避
難
を
考
え
る
と
、
未
満

児
２
人
に
対
し
、
保
育
士
１
人
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　国
の
最
低
基
準
を
遵
守
し
未
満
児

は
、
０
歳
児
３
人
に
対
し
て
職
員
１
人
以

上
、
１
、
２
歳
児
は
６
人
に
対
し
て
１
人

以
上
の
職
員
を
配
置
し
、
日
頃
か
ら
保
育

の
状
況
等
に
応
じ
加
配
の
職
員
を
配
置
す

る
な
ど
必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　保
育
士
の
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
は
賃

金
面
で
の
処
遇
改
善
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　賃
金
面
で
の
待
遇
改
善
に
加
え
、

会
計
年
度
任
用
職
員
が
多
い
こ
と
か
ら
安

定
し
た
雇
用
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
課
題
改
善
に
向
け
た
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　市
立
保
育
園
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
割
合
は
ど
う
か
。
正
職
員
化
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
割
合

は
、
全
体
の
67
％
を
占
め
て
い
る
。
少
子

化
の
進
展
を
見
据
え
た
中
で
、
幼
児
期
の

教
育
・
保
育
の
量
の
見
込
み
と
必
要
な
提

供
体
制
の
確
保
に
向
け
た
適
正
な
人
員
配

置
の
検
討
を
引
き
続
き
進
め
る
。
ま
た
、

将
来
的
に
持
続
可
能
な
保
育
環
境
を
整
え

る
た
め
、民
間
活
力
の
導
入
を
進
め
て
い
く
。

保
育
園
、
学
校
給
食
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

食
材
の
利
用
を
問
う

　農
水
省
は
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
を
踏
ま
え
た
有
機
農
産
物
の
利
用

拡
大
、
耕
作
面
積
の
拡
大
を
図
る
と
し
て

い
る
。

　
　
　オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
保
育
園
・

学
校
給
食
で
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
は
、
通
常
販

売
さ
れ
て
い
る
食
材
よ
り
も
価
格
が
高
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
給
食
提
供
に
必
要

な
品
目
や
量
を
十
分
に
確
保
で
き
る
か
等

の
課
題
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
課
題
を
一
つ

一
つ
吟
味
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
を
見
直

し
、
自
校
方
式
に
戻
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　給
食
セ
ン
タ
ー
の
受
配
校
に
は
大

量
調
理
が
で
き
る
よ
う
な
設
備
が
な
く
、

調
理
場
施
設
設
備
の
整
備
や
調
理
員
、
栄

養
職
員
等
の
人
材
確
保
等
、
多
大
な
コ
ス

ト
が
か
か
り
現
実
的
で
な
い
と
考
え
る
。

高野甲子雄

保
育
所
保
育
の
充
実
を
図
れ

桑原　郁夫

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
問
う

富永三千敏

Ｉ
Ｃ
名
称
変
更
に
と
も
な

う
地
域
と
経
済
の
活
性
化

の
取
組
に
つ
い
て
問
う

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

問問問 答答答

問問答 答

　
　
　魚
沼
市
に
は
、
犯
罪
被
害
者
に
特

化
し
た
条
例
が
な
い
た
め
、
犯
罪
被
害
者

等
を
支
え
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。
被
害
者
支

援
に
有
効
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
が
、
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
を
問
う
。

　
　
　県
や
警
察
本
部
、
法
テ
ラ
ス
等
か

ら
も
特
化
条
例
の
制
定
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
条
例
制
定
の
重
要
性
は
、
十
分
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
先
進
地
の
条
例
等
を

参
考
に
制
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ︵
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
︶
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
は
、
日
本
で
は
、
現
在
、
２
価
と
４

価
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
が
定
期
接
種
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
海
外
で
は
、
よ
り
多

く
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
遺
伝
子
型
を
標
的
と
す
る
こ

と
が
で
き
、
予
防
効
果
の
高
い
９
価
ワ
ク

チ
ン
が
主
流
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　厚
労
省
は
、
２
価
・
４
価
ワ
ク
チ

ン
を
既
に
１
回
ま
た
は
、
２
回
接
種
し
た

人
が
残
り
の
接
種
を
９
価
ワ
ク
チ
ン
で
完

了
す
る
交
互
接
種
に
つ
い
て
も
可
能
と
し

た
。
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
に
と
も
な
う
当
市
の
対
応
及
び
対
象
と

な
る
方
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
　対
象
者
に
、
正
し
く
分
か
り
や
す

い
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
既

に
接
種
を
開
始
し
て
い
る
方
へ
は
、
２
価

ま
た
は
４
価
ワ
ク
チ
ン
と
の
交
互
接
種
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
市
報
の
ほ
か
、
個
別

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
送
付
し
周
知
し
て

い
く
。

　
　
　先
進
諸
外
国
で
は
、
定
期
接
種
対

象
年
齢
の
男
女
に
対
し
て
主
に
９
価
ワ
ク

チ
ン
で
２
回
の
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
魚
沼
市
は
全
国
に
先
駆
け
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
償
化
し
た
先
進
地
で

あ
る
。
ぜ
ひ
、
男
性
も
対
象
者
に
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
　男
性
の
接
種
に
よ
り
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
の

感
染
で
引
き
起
こ
る
様
々
な
が
ん
や
性
感

染
症
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
パ
ー

ト
ナ
ー
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た

め
、
今
後
、
国
の
動
向
を
み
な
が
ら
医
師

会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

渡辺　一美

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
問
う

問問 答

問 答答
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　指
定
ご
み
袋
を
地
域
の
事
業
者
と

協
力
し
、
レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
魚
沼
市
も
指
定
ご
み
袋

を
レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
見
解
を
問
う
。

　
　
　今
年
度
か
ら
持
ち
手
の
部
分
を
レ

ジ
袋
と
同
様
の
形
状
に
変
更
し
た
こ
と
も

あ
り
、
１
号
袋
が
レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
で

き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
業
者
が
指

定
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋
と
し
て
使
う
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
が
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
推
奨
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
事
業
者
に
こ
の

件
を
協
力
依
頼
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　指
定
ご
み
袋
に
広
告
を
載
せ
る
こ

と
に
よ
り
、Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
民
間
企
業
の
広
告
を
ゴ
ミ
袋
に

掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
企
業
の

広
告
掲
載
を
す
る
こ
と
で
、
自
主
財
源
も

得
ら
れ
る
が
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　指
定
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋
に
し
た

り
、
広
告
を
掲
載
し
た
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア

と
し
て
は
面
白
い
。
今
後
検
討
す
る
余
地

は
あ
る
。

　
　
　マ
イ
バ
ッ
ク
を
忘
れ
た
場
合
、
ど

う
せ
買
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
な
ら
、

レ
ジ
袋
で
は
な
く
、
少
し
高
く
て
も
指
定

ご
み
袋
を
購
入
し
た
い
と
い
う
声
も
あ
る

が
、
ど
う
か
。

　
　
　声
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　分
別
さ
れ
て
い
な
い
等
の
理
由
で

収
集
さ
れ
な
い
ご
み
が
各
集
積
所
で
増
加

し
て
い
る
。
分
別
周
知
の
強
化
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　引
受
先
の
取
引
条
件
が
厳
し
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
分
別
区
分
の
徹
底
を
図

っ
た
こ
と
に
よ
り
一
時
的
に
収
集
で
き
な

い
ご
み
が
増
え
た
が
、
現
在
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、「
ご
み
の

分
け
方
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
全
戸

配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周
知
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ

「
エ
コ
う
お
」
を
導
入
し
て
普
及
を
図
っ

て
い
る
。

答答

問問

問問

答答

　物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
の
暮
ら
し
と
経

営
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
次
の

点
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　政
府
の
「
価
格
高
騰
重
点
支
援
交

付
金
」
の
額
及
び
支
援
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　１
億
４
，
２
９
８
万
円
で
あ
り
、

医
療
・
福
祉
・
保
育
等
施
設
の
光
熱
水
費
、

中
小
事
業
者
の
省
エ
ネ
設
備
へ
の
更
新
補

助
等
が
あ
り
、支
援
は
申
請
方
式
で
あ
る
。

　
　
　市
民
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
打
撃

に
加
え
、
物
価
高
騰
に
よ
り
深
刻
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。市
独
自
の
支
援
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
結
基
金
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　交
付
金
補
助
対
象
以
外
の
取
組
み

に
対
す
る
、
ふ
る
さ
と
結
基
金
の
充
当
に

つ
い
て
も
、内
容
を
精
査
し
判
断
し
た
い
。

介
護
人
材
確
保
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　こ
の
事
業
が
目
的
と
し
た
即
戦

力
・
勤
務
希
望
の
少
な
い
夜
勤
な
ど
の
人

材
確
保
や
資
格
取
得
に
つ
な
が
っ
て
い
る

か
。
介
護
現
場
の
看
護
師
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
確
保
す
る
か
。

　
　
　市
内
各
法
人
の
処
遇
改
善
に
よ
る

人
材
確
保
や
、
離
職
防
止
に
つ
な
が
っ
て

い
る
も
の
と
分
析
を
し
て
い
る
。
今
回
の

支
援
補
助
は
介
護
施
設
等
の
看
護
師
に
も

適
用
に
な
る
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
活
用

し
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
確
保
に
努
め
た
い
。

気
候
危
機
対
策
を
問
う

　国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
で
、
大
洪

水
や
大
干
ば
つ
の
発
生
確
率
が
非
常
に
高

ま
っ
て
お
り
、
次
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　気
候
危
機
対
策
の
た
め
２
０
３
０

年
ま
で
に
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
む
べ

き
緊
急
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
市

の
組
織
を
温
暖
化
対
策
に
し
っ
か
り
取
り

組
む
組
織
編
成
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
組
み
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
度

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
見
直
し
の
際

に
、
庁
内
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答答

問問問

問

答答 　
　
　総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携

は
ど
の
程
度
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　11
月
６
日
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
魚
沼
が
主
幹
と
な
り
県
ス
ポ
ー

ツ
協
会
主
催
の
部
活
動
地
域
移
行
に
係
る

「
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
所
属
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
、

部
活
動
検
討
委
員
と
し
て
、
今
後
の
部
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
引
き
続
き
地
域
移
行
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
協
力
・
協
議
を
進
め
、
生
徒

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
機
会
の

拡
大
、
整
備
に
連
携
し
て
い
く
。

　
　
　「部
活
動
地
域
移
行
」
こ
そ
民
間

主
導
行
政
参
加
で
は
な
い
か
。

　
　
　地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
各
地
域

の
実
態
が
非
常
に
異
な
る
と
考
え
る
。
本

市
の
場
合
は
、
市
民
が
行
っ
て
き
た
ス
ポ

ー
ツ
を
基
盤
と
し
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
し
て
き
た
実
績
が

あ
る
。
文
化
活
動
等
も
非
常
に
盛
ん
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
が
多
く
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
団
体
等
と
の
話
合
い
の

中
で
地
域
移
行
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　今
回
の
地
域
移
行
が
子
ど
も
た
ち

の
選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　地
域
移
行
が
進
む
こ
と
で
、
生
徒

が
学
校
の
部
活
動
以
外
の
活
動
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
が
進
み
、

結
果
的
に
選
択
肢
は
、
広
が
る
と
捉
え
て

い
る
。

答

問問

問

答答

星　　直樹

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
問
う

星野みゆき

佐藤　達雄

物
価
高
騰
対
策
を
問
う

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

問
う

　
　
　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
同
時
流
行
す
る
な
ど
の
懸
念

が
示
さ
れ
て
い
る
。
職
場
や
教
育
、
福
祉

施
設
か
ら
家
庭
内
へ
と
広
が
れ
ば
大
き
な

影
響
を
と
も
な
う
。
現
状
の
認
識
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　市
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
数
が
増
え
て
お
り
、
小
中
学
校
で

は
、学
級
閉
鎖
等
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

今
後
の
感
染
拡
大
に
警
戒
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

学
校
給
食
費
助
成
に
つ
い
て

　
　
　国
は
学
校
給
食
費
の
公
費
助
成
を

認
め
て
い
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て
学
校

給
食
費
の
助
成
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　本
年
度
は
、
保
護
者
負
担
を
増
や

す
こ
と
な
く
安
定
し
た
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
本
年
10
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
末
ま

で
の
学
校
給
食
単
価
値
上
げ
相
当
分
を
補

助
し
て
い
る
。
し
か
し
、
恒
久
的
な
市
単

独
で
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

補
聴
器
助
成
に
つ
い
て

　介
護
事
業
で
も
認
知
症
は
大
き
な
問
題

だ
。
聴
こ
え
の
問
題
を
改
善
す
る
こ
と
に

よ
り
認
知
症
の
予
防
に
な
る
と
専
門
家
も

指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
高

齢
者
向
け
の
補
聴
器
助
成
に
つ
い
て
実
施

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　本
年
11
月
末
時
点
で
、
助
成
決
定

件
数
は
20
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　難
聴
対
策
に
つ
い
て
、
第
９
期
介

護
事
業
計
画
の
中
に
し
っ
か
り
と
位
置
付

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ

調
査
の
項
目
に
加
え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　補
聴
器
の
装
着
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
維
持
向
上
が
期
待

さ
れ
る
の
で
、
難
聴
対
策
に
つ
い
て
、
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
へ
盛
り
込
む
こ

と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
策
定
作
業
を
進

め
て
い
く
。
補
聴
器
助
成
の
ニ
ー
ズ
の
調

査
項
目
に
つ
い
て
も
、
ほ
か
の
調
査
項
目

と
調
整
を
図
り
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

答答

問問

問問

答答

大平　恭児

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　指
定
ご
み
袋
を
地
域
の
事
業
者
と

協
力
し
、
レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
魚
沼
市
も
指
定
ご
み
袋

を
レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
見
解
を
問
う
。

　
　
　今
年
度
か
ら
持
ち
手
の
部
分
を
レ

ジ
袋
と
同
様
の
形
状
に
変
更
し
た
こ
と
も

あ
り
、
１
号
袋
が
レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
で

き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
業
者
が
指

定
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋
と
し
て
使
う
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
が
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
推
奨
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
事
業
者
に
こ
の

件
を
協
力
依
頼
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　指
定
ご
み
袋
に
広
告
を
載
せ
る
こ

と
に
よ
り
、Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
民
間
企
業
の
広
告
を
ゴ
ミ
袋
に

掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
企
業
の

広
告
掲
載
を
す
る
こ
と
で
、
自
主
財
源
も

得
ら
れ
る
が
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　指
定
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋
に
し
た

り
、
広
告
を
掲
載
し
た
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア

と
し
て
は
面
白
い
。
今
後
検
討
す
る
余
地

は
あ
る
。

　
　
　マ
イ
バ
ッ
ク
を
忘
れ
た
場
合
、
ど

う
せ
買
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
な
ら
、

レ
ジ
袋
で
は
な
く
、
少
し
高
く
て
も
指
定

ご
み
袋
を
購
入
し
た
い
と
い
う
声
も
あ
る

が
、
ど
う
か
。

　
　
　声
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　分
別
さ
れ
て
い
な
い
等
の
理
由
で

収
集
さ
れ
な
い
ご
み
が
各
集
積
所
で
増
加

し
て
い
る
。
分
別
周
知
の
強
化
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　引
受
先
の
取
引
条
件
が
厳
し
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
分
別
区
分
の
徹
底
を
図

っ
た
こ
と
に
よ
り
一
時
的
に
収
集
で
き
な

い
ご
み
が
増
え
た
が
、
現
在
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、「
ご
み
の

分
け
方
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
全
戸

配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周
知
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ

「
エ
コ
う
お
」
を
導
入
し
て
普
及
を
図
っ

て
い
る
。

答答

問問

問問

答答

　物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
の
暮
ら
し
と
経

営
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
次
の

点
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　政
府
の
「
価
格
高
騰
重
点
支
援
交

付
金
」
の
額
及
び
支
援
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　１
億
４
，
２
９
８
万
円
で
あ
り
、

医
療
・
福
祉
・
保
育
等
施
設
の
光
熱
水
費
、

中
小
事
業
者
の
省
エ
ネ
設
備
へ
の
更
新
補

助
等
が
あ
り
、支
援
は
申
請
方
式
で
あ
る
。

　
　
　市
民
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
打
撃

に
加
え
、
物
価
高
騰
に
よ
り
深
刻
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。市
独
自
の
支
援
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
結
基
金
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　交
付
金
補
助
対
象
以
外
の
取
組
み

に
対
す
る
、
ふ
る
さ
と
結
基
金
の
充
当
に

つ
い
て
も
、内
容
を
精
査
し
判
断
し
た
い
。

介
護
人
材
確
保
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　こ
の
事
業
が
目
的
と
し
た
即
戦

力
・
勤
務
希
望
の
少
な
い
夜
勤
な
ど
の
人

材
確
保
や
資
格
取
得
に
つ
な
が
っ
て
い
る

か
。
介
護
現
場
の
看
護
師
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
確
保
す
る
か
。

　
　
　市
内
各
法
人
の
処
遇
改
善
に
よ
る

人
材
確
保
や
、
離
職
防
止
に
つ
な
が
っ
て

い
る
も
の
と
分
析
を
し
て
い
る
。
今
回
の

支
援
補
助
は
介
護
施
設
等
の
看
護
師
に
も

適
用
に
な
る
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
活
用

し
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
確
保
に
努
め
た
い
。

気
候
危
機
対
策
を
問
う

　国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
で
、
大
洪

水
や
大
干
ば
つ
の
発
生
確
率
が
非
常
に
高

ま
っ
て
お
り
、
次
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　気
候
危
機
対
策
の
た
め
２
０
３
０

年
ま
で
に
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
む
べ

き
緊
急
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
市

の
組
織
を
温
暖
化
対
策
に
し
っ
か
り
取
り

組
む
組
織
編
成
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
組
み
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
度

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
見
直
し
の
際

に
、
庁
内
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答答

問問問

問

答答 　
　
　総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携

は
ど
の
程
度
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　11
月
６
日
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
魚
沼
が
主
幹
と
な
り
県
ス
ポ
ー

ツ
協
会
主
催
の
部
活
動
地
域
移
行
に
係
る

「
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
所
属
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
、

部
活
動
検
討
委
員
と
し
て
、
今
後
の
部
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
引
き
続
き
地
域
移
行
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
協
力
・
協
議
を
進
め
、
生
徒

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
機
会
の

拡
大
、
整
備
に
連
携
し
て
い
く
。

　
　
　「部
活
動
地
域
移
行
」
こ
そ
民
間

主
導
行
政
参
加
で
は
な
い
か
。

　
　
　地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
各
地
域

の
実
態
が
非
常
に
異
な
る
と
考
え
る
。
本

市
の
場
合
は
、
市
民
が
行
っ
て
き
た
ス
ポ

ー
ツ
を
基
盤
と
し
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
し
て
き
た
実
績
が

あ
る
。
文
化
活
動
等
も
非
常
に
盛
ん
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
が
多
く
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
団
体
等
と
の
話
合
い
の

中
で
地
域
移
行
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　今
回
の
地
域
移
行
が
子
ど
も
た
ち

の
選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　地
域
移
行
が
進
む
こ
と
で
、
生
徒

が
学
校
の
部
活
動
以
外
の
活
動
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
が
進
み
、

結
果
的
に
選
択
肢
は
、
広
が
る
と
捉
え
て

い
る
。

答

問問

問

答答

星　　直樹

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
問
う

星野みゆき

佐藤　達雄

物
価
高
騰
対
策
を
問
う

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

問
う

　
　
　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
同
時
流
行
す
る
な
ど
の
懸
念

が
示
さ
れ
て
い
る
。
職
場
や
教
育
、
福
祉

施
設
か
ら
家
庭
内
へ
と
広
が
れ
ば
大
き
な

影
響
を
と
も
な
う
。
現
状
の
認
識
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　市
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
数
が
増
え
て
お
り
、
小
中
学
校
で

は
、学
級
閉
鎖
等
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

今
後
の
感
染
拡
大
に
警
戒
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

学
校
給
食
費
助
成
に
つ
い
て

　
　
　国
は
学
校
給
食
費
の
公
費
助
成
を

認
め
て
い
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て
学
校

給
食
費
の
助
成
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　本
年
度
は
、
保
護
者
負
担
を
増
や

す
こ
と
な
く
安
定
し
た
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
本
年
10
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
末
ま

で
の
学
校
給
食
単
価
値
上
げ
相
当
分
を
補

助
し
て
い
る
。
し
か
し
、
恒
久
的
な
市
単

独
で
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

補
聴
器
助
成
に
つ
い
て

　介
護
事
業
で
も
認
知
症
は
大
き
な
問
題

だ
。
聴
こ
え
の
問
題
を
改
善
す
る
こ
と
に

よ
り
認
知
症
の
予
防
に
な
る
と
専
門
家
も

指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
高

齢
者
向
け
の
補
聴
器
助
成
に
つ
い
て
実
施

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　本
年
11
月
末
時
点
で
、
助
成
決
定

件
数
は
20
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　難
聴
対
策
に
つ
い
て
、
第
９
期
介

護
事
業
計
画
の
中
に
し
っ
か
り
と
位
置
付

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ

調
査
の
項
目
に
加
え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　補
聴
器
の
装
着
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
維
持
向
上
が
期
待

さ
れ
る
の
で
、
難
聴
対
策
に
つ
い
て
、
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
へ
盛
り
込
む
こ

と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
策
定
作
業
を
進

め
て
い
く
。
補
聴
器
助
成
の
ニ
ー
ズ
の
調

査
項
目
に
つ
い
て
も
、
ほ
か
の
調
査
項
目

と
調
整
を
図
り
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

答答

問問

問問

答答

大平　恭児

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
問
う
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始め、議会に臨みました。当日は、中学生ならではの視点で、

魚沼市をより良くするための提言を市長や教育長に対して堂々

と述べました。この体験が、郷土愛の醸成につながることを期
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鉄
道
・
道
路
に
つ
い
て

　只
見
線
は
、
雪
が
降
る
と
直

ぐ
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
も

そ
も
の
本
数
が
少
な
い
。
ま
た
、
道
路
が

ガ
タ
ガ
タ
し
て
い
て
、
車
や
体
に
影
響
が

出
る
と
考
え
る
。
国
道
、
県
道
、
市
道
が

あ
り
、
直
せ
る
と
こ
ろ
も
限
ら
れ
て
い
る

と
は
思
う
が
、
ぜ
ひ
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　近
年
は
、
１
日
あ
た
り
の
降

雪
量
が
非
常
に
多
く
、
利
用
者

の
安
全
確
保
等
の
た
め
計
画
的
な
運
休
を

す
る
場
合
は
、
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
。

運
転
本
数
は
、
今
以
上
の
乗
客
数
の
確
保

が
見
込
め
な
け
れ
ば
、
運
行
本
数
の
増
加

は
、
非
常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
と
考

え
る
。

　道
路
の
舗
装
修
繕
に
つ
い
て
は
、
市
道

管
理
者
と
し
て
、
市
民
の
交
通
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
、
危
険
な
箇
所
は
、
す
ぐ
に

直
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
広
い

面
積
が
ひ
び
割
れ
た
よ
う
な
場
所
は
、
修

繕
の
費
用
も
多
く
か
か
る
こ
と
か
ら
、
交

通
量
や
損
傷
の
程
度
を
調
査
し
、
優
先
順

位
を
付
け
な
が
ら
順
番
に
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。

問答

市内各中学を訪問しました。７/14 に行われた

堀之内中学校での事前授業の様子です。

魚
沼
市
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　魚
沼
市
に
企
業
が
誘
致
さ

れ
、
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、

魚
沼
市
の
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。
魚
沼
市
と
し
て
企
業
の
誘
致
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
小
出
本
町
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街

の
様
子
を
ど
う
考
え
る
か
。

　若
い
人
た
ち
の
就
労
の
志
向

や
企
業
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
分
譲

用
地
が
残
り
１
区
画
と
な
っ
た
水
の
郷
工

業
団
地
へ
の
食
品
メ
ー
カ
ー
誘
致
に
向
け

た
活
動
を
は
じ
め
、
地
方
進
出
を
考
え
る

事
務
系
企
業
、Ｉ
Ｔ
企
業
に
も
狙
い
を
定

め
、
そ
れ
ら
の
企
業
の
誘
致
に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
新
た
な

雇
用
の
場
を
創
出
し
、
魚
沼
市
の
人
口
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
つ
い
て
は
、
高
校
生

と
の
語
ら
ん
会
の
中
で
、
ま
ち
を
活
性
化

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ

と
を
話
し
合
っ
た
。
皆
さ
ん
か
ら
も
い
い

提
案
が
あ
っ
た
ら
、
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

問答

V o
聞かせて！あなたの声

ボッチャクラブ魚沼

市 議 会

i c e

×

　ボッチャクラブは、６年前に小
出特別支援学校の保護者の方、卒
業生の保護者の方などがつくった
福祉団体です。障害の程度によっ
ては、地域でのスポーツ会場への
移動が難しかったり、休日の外出
先が限られたりと地域交流、社会
参加の機会が少ないことがありま
す。「子どもたちが休日に友達と
一緒にスポーツをする場所をつ
くりたい」、「障害の重い方の休
日の外出先や居場所のひとつに
なれば」、「ボッチャを通して様々
な人と交流しよう」という想い
でボッチャクラブがつくられま
した。メンバーは、30人ほどで、
月１回、活動を行っています。
今までは、支援学校・学級の子
どもたち、保護者の方が中心で
したが、昨年行われた広神公民
館主催の「ボッチャ教室」に参
加された地域の方々もメンバー
に加わり、現在は、以前より交
流の幅が広がった中で、楽しく
活動をしています。
　子どもたちのためにと始めた

　地域で活躍する皆さんと、ざっく

ばらんに語り合うコーナーです。

　第12回目は、ボッチャクラブ魚沼

代表の松田純子さんからお話を伺い

ました。

　魚沼にも少しずつボッチャが
広まってきています。今後、も
っと魚沼でボッチャを広め、そ
の方とどのように交流をしてい
くか、今の広がりをどのように
維持するのかが課題です。多く
の方に、ボッチャクラブやボッ
チャを知ってもらい、地域交流
や社会参加の場として継続させ
ていきたいです。

　ボッチャの道具や会場等に
恵まれた環境とはいえない中
でも、子どもたちの楽しそう
な笑顔とクラブ員全員の一投
一投の真剣さに見入ってしま
い、環境を整えていく必要が
あると考えさせられました。

ボッチャを始めた
きっかけとクラブ紹介

　メンバーの中には、車椅子の
方がいるので、市内にバリアフ
リーの体育館が少なかったり、
多目的トイレや更衣室等の休憩
スペース等が不十分であったり
と、練習会場が限られてしまう
ことです。また、投球補助具が
１台しかなく、投球が難しい方
に対し、用具が不足しているこ
とがあります。そして、大会運
営を行ううえでの資金の問題も
あります。

ボッチャクラブを運営
していくうえでの問題点

　皆がやさしく、和やかな雰囲
気で活動を行っています。皆、
伸び伸びと自由にしていて、会
話をしたり、楽しく活動をして
います。

ボッチャクラブですが、現在は、
子どもたちに限らず、メンバー全
員にとって居心地の良い場所であ
ったり、交流の場になってくれた
らと思い、活動を行っています。

活動の様子

今後の課題について

定期活動は、毎月第３土曜日に２時
間行っています。コートを作った後、
準備体操をし、試合形式で練習を
行っています。昨年は、第１回魚沼
ボッチャ交流大会を行い、ボッチャ
を通し多くの方々と交流を行いまし
た。依頼があれば、出張ボッチャ教
室も行っています。

市議会から一言

魚
沼
北
中
学
校
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沢

　泰
志 

議
員

あ
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者
と
し
て
、
市
民
の
交
通
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
、
危
険
な
箇
所
は
、
す
ぐ
に

直
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
広
い

面
積
が
ひ
び
割
れ
た
よ
う
な
場
所
は
、
修

繕
の
費
用
も
多
く
か
か
る
こ
と
か
ら
、
交

通
量
や
損
傷
の
程
度
を
調
査
し
、
優
先
順

位
を
付
け
な
が
ら
順
番
に
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。

問答

市内各中学を訪問しました。７/14 に行われた

堀之内中学校での事前授業の様子です。

魚
沼
市
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　魚
沼
市
に
企
業
が
誘
致
さ

れ
、
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、

魚
沼
市
の
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。
魚
沼
市
と
し
て
企
業
の
誘
致
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
小
出
本
町
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街

の
様
子
を
ど
う
考
え
る
か
。

　若
い
人
た
ち
の
就
労
の
志
向

や
企
業
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
分
譲

用
地
が
残
り
１
区
画
と
な
っ
た
水
の
郷
工

業
団
地
へ
の
食
品
メ
ー
カ
ー
誘
致
に
向
け

た
活
動
を
は
じ
め
、
地
方
進
出
を
考
え
る

事
務
系
企
業
、Ｉ
Ｔ
企
業
に
も
狙
い
を
定

め
、
そ
れ
ら
の
企
業
の
誘
致
に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
新
た
な

雇
用
の
場
を
創
出
し
、
魚
沼
市
の
人
口
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
つ
い
て
は
、
高
校
生

と
の
語
ら
ん
会
の
中
で
、
ま
ち
を
活
性
化

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ

と
を
話
し
合
っ
た
。
皆
さ
ん
か
ら
も
い
い

提
案
が
あ
っ
た
ら
、
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

問答

V o
聞かせて！あなたの声

ボッチャクラブ魚沼

市 議 会

i c e

×

　ボッチャクラブは、６年前に小
出特別支援学校の保護者の方、卒
業生の保護者の方などがつくった
福祉団体です。障害の程度によっ
ては、地域でのスポーツ会場への
移動が難しかったり、休日の外出
先が限られたりと地域交流、社会
参加の機会が少ないことがありま
す。「子どもたちが休日に友達と
一緒にスポーツをする場所をつ
くりたい」、「障害の重い方の休
日の外出先や居場所のひとつに
なれば」、「ボッチャを通して様々
な人と交流しよう」という想い
でボッチャクラブがつくられま
した。メンバーは、30人ほどで、
月１回、活動を行っています。
今までは、支援学校・学級の子
どもたち、保護者の方が中心で
したが、昨年行われた広神公民
館主催の「ボッチャ教室」に参
加された地域の方々もメンバー
に加わり、現在は、以前より交
流の幅が広がった中で、楽しく
活動をしています。
　子どもたちのためにと始めた

　地域で活躍する皆さんと、ざっく

ばらんに語り合うコーナーです。

　第12回目は、ボッチャクラブ魚沼

代表の松田純子さんからお話を伺い

ました。

　魚沼にも少しずつボッチャが
広まってきています。今後、も
っと魚沼でボッチャを広め、そ
の方とどのように交流をしてい
くか、今の広がりをどのように
維持するのかが課題です。多く
の方に、ボッチャクラブやボッ
チャを知ってもらい、地域交流
や社会参加の場として継続させ
ていきたいです。

　ボッチャの道具や会場等に
恵まれた環境とはいえない中
でも、子どもたちの楽しそう
な笑顔とクラブ員全員の一投
一投の真剣さに見入ってしま
い、環境を整えていく必要が
あると考えさせられました。

ボッチャを始めた
きっかけとクラブ紹介

　メンバーの中には、車椅子の
方がいるので、市内にバリアフ
リーの体育館が少なかったり、
多目的トイレや更衣室等の休憩
スペース等が不十分であったり
と、練習会場が限られてしまう
ことです。また、投球補助具が
１台しかなく、投球が難しい方
に対し、用具が不足しているこ
とがあります。そして、大会運
営を行ううえでの資金の問題も
あります。

ボッチャクラブを運営
していくうえでの問題点

　皆がやさしく、和やかな雰囲
気で活動を行っています。皆、
伸び伸びと自由にしていて、会
話をしたり、楽しく活動をして
います。

ボッチャクラブですが、現在は、
子どもたちに限らず、メンバー全
員にとって居心地の良い場所であ
ったり、交流の場になってくれた
らと思い、活動を行っています。

活動の様子

今後の課題について

定期活動は、毎月第３土曜日に２時
間行っています。コートを作った後、
準備体操をし、試合形式で練習を
行っています。昨年は、第１回魚沼
ボッチャ交流大会を行い、ボッチャ
を通し多くの方々と交流を行いまし
た。依頼があれば、出張ボッチャ教
室も行っています。

市議会から一言

魚
沼
北
中
学
校

穴
沢

　泰
志 

議
員

あ
な
ざ
わ

た
い
し

広
神
中
学
校

坂
西

　
　晄 

議
員

ば
ん
ざ
い

こ
う

魚
沼
北
中
学
校

穴
沢

　泰
志 

議
員

あ
な
ざ
わ

た
い
し

広
神
中
学
校

坂
西

　
　晄 

議
員

ば
ん
ざ
い

こ
う

魚
沼
北
中
学
校

穴
沢

　泰
志 

議
員

あ
な
ざ
わ

た
い
し

広
神
中
学
校

坂
西

　
　晄 

議
員

ば
ん
ざ
い

こ
う
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リ
モ
ー
ト
を
使
っ
た
市
内

中
学
校
の
交
流
に
つ
い
て

　Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
取
組

に
よ
っ
て
、
各
校
の
オ
ン
ラ
イ

ン
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
れ
を
活
用
し

て
、
市
内
の
中
学
校
の
交
流
が
で
き
な
い

か
。
例
え
ば
、
魚
沼
市
が
力
を
入
れ
て
い

る
英
語
の
授
業
で
交
流
す
る
こ
と
で
、
学

力
向
上
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
使
っ
た

学
校
間
交
流
は
、
多
様
な
考
え

に
触
れ
る
機
会
と
な
り
、
居
な
が
ら
に
し

て
各
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
特
に
、
英
語
の
授
業
で

は
、
他
校
の
生
徒
と
英
語
で
会
話
を
す
る

こ
と
で
、
学
習
意
欲
を
高
め
、
新
た
な
学

び
や
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
市
が
推

進
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
も
、
ぜ
ひ
市
内
で
の
取
組
を
拡
大
し

た
い
と
考
え
る
。

問答

魚
沼
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

　私
た
ち
中
学
生
は
、
長
岡
市

の
ア
ピ
タ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
憧
れ
る
。
魚
沼
市
は
国
道

17
号
や
、
二
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

あ
り
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
魚

沼
市
の
発
展
の
た
め
に
、
豊
か
な
自
然
と

交
通
の
便
を
生
か
し
た
市
内
だ
け
で
な

く
、
県
内
や
県
外
か
ら
も
来
た
く
な
る
よ

う
な
商
業
施
設
・
区
域
の
建
設
を
し
た
ら

ど
う
か
。
魚
沼
市
の
今
後
の
都
市
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。　市

民
の
皆
さ
ん
が
快
適
か
つ

安
心
に
暮
ら
せ
る
た
め
、
現
在
、

図
書
館
と
集
会
所
の
複
合
施
設
や
、
道
路
、

病
院
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
、
都
市
機

能
の
向
上
に
よ
る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
暮
ら
し
や
す
い

都
市
機
能
の
整
備
と
、
地
域
資
源
の
活
用

を
推
進
し
、
市
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
魅
力

あ
る
都
市
の
形
成
を
目
指
し
、
企
業
が
進

出
し
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
と
し
て
の
土

台
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問答

米
農
家
の
高
齢
化
と
米
の

需
要
減
少
対
策
に
つ
い
て

　私
の
住
む
地
域
は
、
農
家
の

高
齢
化
で
長
期
的
生
産
量
に
心

配
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
の
多
様
化
し

た
食
生
活
に
よ
っ
て
、
米
の
需
要
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
こ
の
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、

農
家
の
生
産
意
欲
が
落
ち
、
廃
業
す
る
農

家
が
増
加
す
る
と
考
え
る
。
国
や
県
の
対

策
以
外
に
も
、
市
と
し
て
独
自
に
支
援
す

る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
る
。
魚
沼
市
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

　全
国
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
米
の

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
多
く

の
需
要
が
見
込
ま
れ
、
ほ
か
の
産
地
と
比

べ
て
高
い
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
高
齢
化
等
に
よ
る
廃
業
を
食
い
止

め
る
た
め
、
新
規
就
農
者
へ
研
修
費
用
等

の
助
成
や
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
雇
用
す
る

農
業
法
人
等
へ
の
車
両
購
入
費
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
者
の
生
産
意

欲
向
上
の
た
め
、
魚
沼
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
へ
の
登
録
や
、

市
の
特
徴
を
生
か
し
た
高
付
加
価
値
米
の

取
組
支
援
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
と
情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

問答

少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
対
策

に
つ
い
て　市

と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
そ
の
対
策
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
結
果

が
出
て
い
る
の
か
。
近
年
、
様
々
な
地
域

行
事
は
減
り
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
は

少
し
も
良
く
な
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

私
た
ち
の
未
来
や
、
私
た
ち
の
子
供
世
代

は
、
将
来
が
想
像
で
き
ず
、
心
配
極
ま
り

な
い
。
市
に
と
っ
て
こ
れ
は
最
重
要
事
項

と
捉
え
、
即
効
性
の
あ
る
対
策
を
行
な
っ

て
ほ
し
い
。

　具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、

主
に
若
い
世
代
の
定
住
促
進

と
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
人
口
減
少
は
、
全
国
的
に

も
抑
え
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
即

効
性
の
あ
る
対
策
を
行
う
こ
と
は
、
大
変

難
し
い
こ
と
だ
が
、
若
い
皆
さ
ん
の
新
し

い
発
想
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く

中
で
、
有
効
な
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問答

魚
沼
市
の
観
光
に
つ
い
て

　魚
沼
市
は
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
温
泉
や
ス
キ
ー
場
、

お
い
し
い
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
を
生
か

し
た
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
た
ら
ど
う

か
。
そ
こ
で
、
現
在
ど
の
よ
う
な
観
光
客

が
多
い
の
か
。
そ
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
魚
沼
市
の
観
光
に
つ
い
て
の
計

画
を
伺
う
。

　観
光
客
の
割
合
は
、
県
内
が

約
５
割
を
占
め
、
首
都
圏
か
ら

が
約
３
割
と
な
っ
て
い
る
。
月
別
の
宿
泊

者
の
ピ
ー
ク
は
、
大
学
等
の
部
活
合
宿
等

で
、
夏
休
み
と
な
る
８
月
が
最
も
多
い
。

日
帰
り
旅
行
者
の
ピ
ー
ク
は
、
紅
葉
時
期

の
10
月
と
な
っ
て
い
る
。
来
訪
目
的
は
、

﹁
食
・
グ
ル
メ
﹂
に
対
す
る
期
待
感
が
強

く
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
全
国
的
に
高

い
認
知
度
を
誇
る
﹁
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂

を
観
光
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
、
魚
沼
市

な
ら
で
は
の
食
体
験
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
﹁
行
っ
て
み
た
い
魚
沼
市
﹂
を

目
指
し
、
観
光
収
益
に
結
び
付
つ
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　魚
沼
市
に
は
い
く
つ
か
の
体

育
館
が
あ
っ
て
も
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
で
き
る
野
外
コ
ー
ト
が
一
つ
も

な
く
、
夕
方
に
シ
ュ
ー
ト
練
習
や
ド
リ
ブ

ル
練
習
を
し
て
い
る
と
う
る
さ
い
と
注
意

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
験

か
ら
野
外
コ
ー
ト
の
設
置
を
希
望
す
る
。

野
外
コ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
で
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
が
未
経
験
の
方
で
も
気
軽
に
で

き
、
よ
い
点
も
あ
る
と
考
え
る
。

　野
外
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
の
建
設
に
は
、
建
設
地

域
の
理
解
や
建
設
後
の
維
持
管
理
費
の
問

題
、
ま
た
、
積
雪
時
の
管
理
等
課
題
も
多

い
こ
と
か
ら
、
既
存
体
育
館
の
有
効
利
用

と
併
せ
て
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

　
今
回
の
質
問
は
、
人
口
減
少
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
魚
沼
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、
公

共
交
通
や
、
企
業
誘
致
、
観
光
や
農
業
の
振
興
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
な
ど
、
ま
さ
に

今
魚
沼
市
が
総
合
計
画
の
下
、
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
と
重
な
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
た
ち
の

住
む
魚
沼
市
に
つ
い
て
事
前
に
よ
く
調
べ
ら
れ

た
内
容
で
し
た
。
答
に
詰
ま
る
鋭
い
質
問
や
、

再
々
質
問
も
い
た
だ
き
、
議
員
と
し
て
の
活
躍

に
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　自分たちの意見を前向き
に検討していることが分
かって良かった。
　質問に対して、的確な市
の意見を言ってもらえて、
理解しやすかったです。

①
様
々
な
考
え
を
持
つ
多
様
な
人
と
話
し
合
う

　
姿
勢
を
持
ち
、
話
し
合
う
力
を
つ
け
て
い
た

　
だ
き
た
い
。

②
様
々
な
体
験
を
し
て
広
い
世
の
中
を
知
っ
て

　
ほ
し
い
。

魚
沼
市
の
若
者
向
け
運
動

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
　

　市
内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
用

の
施
設
は
、﹁
ゆ
〜
パ
ー
ク
薬

師
﹂
の
み
で
、
小
出
地
域
か
ら
は
少
し
遠

く
、
市
役
所
の
駐
車
場
や
ま
ち
の
中
で
乗

る
際
に
、﹁
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
音
が
う

る
さ
い
﹂、﹁
危
険
だ
﹂
な
ど
と
注
意
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
小
出
地
域
に
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
用
の
施
設
を
希
望
す
る
。
造
る
こ

と
に
よ
り
運
動
す
る
機
会
が
増
え
る
と
考

え
る
。

　ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
用
の
施
設

建
設
は
、
利
用
者
が
将
来
、
素

晴
ら
し
い
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
っ
た
り
、
人

的
交
流
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
民
家
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
で
の
建

設
か
、
屋
内
で
の
施
設
が
必
要
と
な
り
、

建
設
費
や
維
持
管
理
費
が
多
額
で
あ
る
こ

と
や
、
公
的
資
金
を
使
用
し
た
場
合
の
費

用
対
効
果
も
求
め
ら
れ
、
将
来
的
な
課
題

と
し
て
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

広神中学校

仲丸　陽大 議長

なかまる はると

堀之内中学校

石田　來斗 議員

いしだ らいと

本多　柚歩 議長

ほんだ ゆずほ

緊張感が漂う議場で、堂々と議事進行
をしていただきました。

︻
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う

　

 

大
き
な
役
割
と
し
て
２
つ
の
お
願
い
︼

樋
口
教
育
長
か
ら
の
講
評

小
出
中
学
校

髙
橋

　
　心 

議
員

た
か
は
し

し
ん

湯
之
谷
中
学
校

馬
場
菜
々
美 

議
員

ば

　ば

な
な
み

広
神
中
学
校

高
橋

　結
風 

議
員

た
か
は
し

ゆ
い
か

湯
之
谷
中
学
校

竹
原

　杏
音 

議
員

た
け
は
ら

あ
の
ん

小
出
中
学
校

原
寺

　湧
雅 

議
員

は
ら
で
ら

ゆ
う
が

堀
之
内
中
学
校

五
十
嵐
み
の
り 

議
員

い
か
ら
し

魚
沼
北
中
学
校

渡
辺

　麗
凰 

議
員

わ
た
な
べ

れ

　お

小
出
中
学
校

髙
橋

　
　心 

議
員

た
か
は
し

し
ん

湯
之
谷
中
学
校

馬
場
菜
々
美 

議
員

ば

　ば

な
な
み

広
神
中
学
校

高
橋

　結
風 

議
員

た
か
は
し

ゆ
い
か

湯
之
谷
中
学
校

竹
原

　杏
音 

議
員

た
け
は
ら

あ
の
ん

小
出
中
学
校

原
寺

　湧
雅 

議
員

は
ら
で
ら

ゆ
う
が

堀
之
内
中
学
校

五
十
嵐
み
の
り 

議
員

い
か
ら
し

魚
沼
北
中
学
校

渡
辺

　麗
凰 

議
員

わ
た
な
べ

れ

　お

小
出
中
学
校

髙
橋

　
　心 

議
員

た
か
は
し

し
ん

湯
之
谷
中
学
校

馬
場
菜
々
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議
員

ば

　ば

な
な
み

広
神
中
学
校

高
橋

　結
風 

議
員

た
か
は
し

ゆ
い
か

湯
之
谷
中
学
校

竹
原

　杏
音 

議
員

た
け
は
ら

あ
の
ん

小
出
中
学
校

原
寺

　湧
雅 

議
員

は
ら
で
ら

ゆ
う
が

堀
之
内
中
学
校

五
十
嵐
み
の
り 

議
員

い
か
ら
し

魚
沼
北
中
学
校

渡
辺

　麗
凰 

議
員

わ
た
な
べ

れ

　お
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リ
モ
ー
ト
を
使
っ
た
市
内

中
学
校
の
交
流
に
つ
い
て

　Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
取
組

に
よ
っ
て
、
各
校
の
オ
ン
ラ
イ

ン
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
れ
を
活
用
し

て
、
市
内
の
中
学
校
の
交
流
が
で
き
な
い

か
。
例
え
ば
、
魚
沼
市
が
力
を
入
れ
て
い

る
英
語
の
授
業
で
交
流
す
る
こ
と
で
、
学

力
向
上
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
使
っ
た

学
校
間
交
流
は
、
多
様
な
考
え

に
触
れ
る
機
会
と
な
り
、
居
な
が
ら
に
し

て
各
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
特
に
、
英
語
の
授
業
で

は
、
他
校
の
生
徒
と
英
語
で
会
話
を
す
る

こ
と
で
、
学
習
意
欲
を
高
め
、
新
た
な
学

び
や
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
市
が
推

進
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
も
、
ぜ
ひ
市
内
で
の
取
組
を
拡
大
し

た
い
と
考
え
る
。

問答

魚
沼
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

　私
た
ち
中
学
生
は
、
長
岡
市

の
ア
ピ
タ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
憧
れ
る
。
魚
沼
市
は
国
道

17
号
や
、
二
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

あ
り
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
魚

沼
市
の
発
展
の
た
め
に
、
豊
か
な
自
然
と

交
通
の
便
を
生
か
し
た
市
内
だ
け
で
な

く
、
県
内
や
県
外
か
ら
も
来
た
く
な
る
よ

う
な
商
業
施
設
・
区
域
の
建
設
を
し
た
ら

ど
う
か
。
魚
沼
市
の
今
後
の
都
市
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。　市

民
の
皆
さ
ん
が
快
適
か
つ

安
心
に
暮
ら
せ
る
た
め
、
現
在
、

図
書
館
と
集
会
所
の
複
合
施
設
や
、
道
路
、

病
院
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
、
都
市
機

能
の
向
上
に
よ
る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
暮
ら
し
や
す
い

都
市
機
能
の
整
備
と
、
地
域
資
源
の
活
用

を
推
進
し
、
市
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
魅
力

あ
る
都
市
の
形
成
を
目
指
し
、
企
業
が
進

出
し
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
と
し
て
の
土

台
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問答

米
農
家
の
高
齢
化
と
米
の

需
要
減
少
対
策
に
つ
い
て

　私
の
住
む
地
域
は
、
農
家
の

高
齢
化
で
長
期
的
生
産
量
に
心

配
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
の
多
様
化
し

た
食
生
活
に
よ
っ
て
、
米
の
需
要
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
こ
の
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、

農
家
の
生
産
意
欲
が
落
ち
、
廃
業
す
る
農

家
が
増
加
す
る
と
考
え
る
。
国
や
県
の
対

策
以
外
に
も
、
市
と
し
て
独
自
に
支
援
す

る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
る
。
魚
沼
市
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

　全
国
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
米
の

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
多
く

の
需
要
が
見
込
ま
れ
、
ほ
か
の
産
地
と
比

べ
て
高
い
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
高
齢
化
等
に
よ
る
廃
業
を
食
い
止

め
る
た
め
、
新
規
就
農
者
へ
研
修
費
用
等

の
助
成
や
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
雇
用
す
る

農
業
法
人
等
へ
の
車
両
購
入
費
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
者
の
生
産
意

欲
向
上
の
た
め
、
魚
沼
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
へ
の
登
録
や
、

市
の
特
徴
を
生
か
し
た
高
付
加
価
値
米
の

取
組
支
援
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
と
情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

問答

少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
対
策

に
つ
い
て　市

と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
そ
の
対
策
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
結
果

が
出
て
い
る
の
か
。
近
年
、
様
々
な
地
域

行
事
は
減
り
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
は

少
し
も
良
く
な
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

私
た
ち
の
未
来
や
、
私
た
ち
の
子
供
世
代

は
、
将
来
が
想
像
で
き
ず
、
心
配
極
ま
り

な
い
。
市
に
と
っ
て
こ
れ
は
最
重
要
事
項

と
捉
え
、
即
効
性
の
あ
る
対
策
を
行
な
っ

て
ほ
し
い
。

　具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、

主
に
若
い
世
代
の
定
住
促
進

と
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
人
口
減
少
は
、
全
国
的
に

も
抑
え
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
即

効
性
の
あ
る
対
策
を
行
う
こ
と
は
、
大
変

難
し
い
こ
と
だ
が
、
若
い
皆
さ
ん
の
新
し

い
発
想
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く

中
で
、
有
効
な
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問答

魚
沼
市
の
観
光
に
つ
い
て

　魚
沼
市
は
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
温
泉
や
ス
キ
ー
場
、

お
い
し
い
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
を
生
か

し
た
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
た
ら
ど
う

か
。
そ
こ
で
、
現
在
ど
の
よ
う
な
観
光
客

が
多
い
の
か
。
そ
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
魚
沼
市
の
観
光
に
つ
い
て
の
計

画
を
伺
う
。

　観
光
客
の
割
合
は
、
県
内
が

約
５
割
を
占
め
、
首
都
圏
か
ら

が
約
３
割
と
な
っ
て
い
る
。
月
別
の
宿
泊

者
の
ピ
ー
ク
は
、
大
学
等
の
部
活
合
宿
等

で
、
夏
休
み
と
な
る
８
月
が
最
も
多
い
。

日
帰
り
旅
行
者
の
ピ
ー
ク
は
、
紅
葉
時
期

の
10
月
と
な
っ
て
い
る
。
来
訪
目
的
は
、

﹁
食
・
グ
ル
メ
﹂
に
対
す
る
期
待
感
が
強

く
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
全
国
的
に
高

い
認
知
度
を
誇
る
﹁
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂

を
観
光
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
、
魚
沼
市

な
ら
で
は
の
食
体
験
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
﹁
行
っ
て
み
た
い
魚
沼
市
﹂
を

目
指
し
、
観
光
収
益
に
結
び
付
つ
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　魚
沼
市
に
は
い
く
つ
か
の
体

育
館
が
あ
っ
て
も
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
で
き
る
野
外
コ
ー
ト
が
一
つ
も

な
く
、
夕
方
に
シ
ュ
ー
ト
練
習
や
ド
リ
ブ

ル
練
習
を
し
て
い
る
と
う
る
さ
い
と
注
意

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
験

か
ら
野
外
コ
ー
ト
の
設
置
を
希
望
す
る
。

野
外
コ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
で
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
が
未
経
験
の
方
で
も
気
軽
に
で

き
、
よ
い
点
も
あ
る
と
考
え
る
。

　野
外
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
の
建
設
に
は
、
建
設
地

域
の
理
解
や
建
設
後
の
維
持
管
理
費
の
問

題
、
ま
た
、
積
雪
時
の
管
理
等
課
題
も
多

い
こ
と
か
ら
、
既
存
体
育
館
の
有
効
利
用

と
併
せ
て
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

　
今
回
の
質
問
は
、
人
口
減
少
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
魚
沼
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、
公

共
交
通
や
、
企
業
誘
致
、
観
光
や
農
業
の
振
興
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
な
ど
、
ま
さ
に

今
魚
沼
市
が
総
合
計
画
の
下
、
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
と
重
な
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
た
ち
の

住
む
魚
沼
市
に
つ
い
て
事
前
に
よ
く
調
べ
ら
れ

た
内
容
で
し
た
。
答
に
詰
ま
る
鋭
い
質
問
や
、

再
々
質
問
も
い
た
だ
き
、
議
員
と
し
て
の
活
躍

に
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　自分たちの意見を前向き
に検討していることが分
かって良かった。
　質問に対して、的確な市
の意見を言ってもらえて、
理解しやすかったです。

①
様
々
な
考
え
を
持
つ
多
様
な
人
と
話
し
合
う

　
姿
勢
を
持
ち
、
話
し
合
う
力
を
つ
け
て
い
た

　
だ
き
た
い
。

②
様
々
な
体
験
を
し
て
広
い
世
の
中
を
知
っ
て

　
ほ
し
い
。

魚
沼
市
の
若
者
向
け
運
動

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
　

　市
内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
用

の
施
設
は
、﹁
ゆ
〜
パ
ー
ク
薬

師
﹂
の
み
で
、
小
出
地
域
か
ら
は
少
し
遠

く
、
市
役
所
の
駐
車
場
や
ま
ち
の
中
で
乗

る
際
に
、﹁
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
音
が
う

る
さ
い
﹂、﹁
危
険
だ
﹂
な
ど
と
注
意
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
小
出
地
域
に
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
用
の
施
設
を
希
望
す
る
。
造
る
こ

と
に
よ
り
運
動
す
る
機
会
が
増
え
る
と
考

え
る
。

　ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
用
の
施
設

建
設
は
、
利
用
者
が
将
来
、
素

晴
ら
し
い
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
っ
た
り
、
人

的
交
流
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
民
家
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
で
の
建

設
か
、
屋
内
で
の
施
設
が
必
要
と
な
り
、

建
設
費
や
維
持
管
理
費
が
多
額
で
あ
る
こ

と
や
、
公
的
資
金
を
使
用
し
た
場
合
の
費

用
対
効
果
も
求
め
ら
れ
、
将
来
的
な
課
題

と
し
て
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

広神中学校

仲丸　陽大 議長

なかまる はると

堀之内中学校

石田　來斗 議員

いしだ らいと

本多　柚歩 議長

ほんだ ゆずほ

緊張感が漂う議場で、堂々と議事進行
をしていただきました。

︻
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う

　

 

大
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の
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︼

樋
口
教
育
長
か
ら
の
講
評

小
出
中
学
校

髙
橋

　
　心 

議
員

た
か
は
し

し
ん

湯
之
谷
中
学
校

馬
場
菜
々
美 

議
員

ば

　ば

な
な
み

広
神
中
学
校

高
橋

　結
風 

議
員

た
か
は
し

ゆ
い
か

湯
之
谷
中
学
校

竹
原

　杏
音 

議
員

た
け
は
ら

あ
の
ん

小
出
中
学
校

原
寺

　湧
雅 

議
員

は
ら
で
ら

ゆ
う
が

堀
之
内
中
学
校

五
十
嵐
み
の
り 

議
員

い
か
ら
し

魚
沼
北
中
学
校

渡
辺

　麗
凰 

議
員

わ
た
な
べ

れ

　お

小
出
中
学
校

髙
橋

　
　心 

議
員

た
か
は
し

し
ん

湯
之
谷
中
学
校

馬
場
菜
々
美 

議
員

ば

　ば

な
な
み

広
神
中
学
校

高
橋

　結
風 

議
員

た
か
は
し

ゆ
い
か

湯
之
谷
中
学
校

竹
原

　杏
音 

議
員

た
け
は
ら

あ
の
ん

小
出
中
学
校

原
寺

　湧
雅 

議
員

は
ら
で
ら

ゆ
う
が

堀
之
内
中
学
校

五
十
嵐
み
の
り 

議
員

い
か
ら
し

魚
沼
北
中
学
校

渡
辺

　麗
凰 

議
員

わ
た
な
べ

れ

　お

小
出
中
学
校

髙
橋

　
　心 

議
員

た
か
は
し

し
ん

湯
之
谷
中
学
校

馬
場
菜
々
美 

議
員

ば

　ば

な
な
み

広
神
中
学
校

高
橋

　結
風 

議
員

た
か
は
し

ゆ
い
か

湯
之
谷
中
学
校

竹
原

　杏
音 

議
員

た
け
は
ら

あ
の
ん

小
出
中
学
校

原
寺

　湧
雅 

議
員

は
ら
で
ら

ゆ
う
が

堀
之
内
中
学
校

五
十
嵐
み
の
り 

議
員

い
か
ら
し

魚
沼
北
中
学
校

渡
辺

　麗
凰 

議
員

わ
た
な
べ

れ

　お
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10
月
19
日
・
11
月
16
日
・
12
月
13
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

陳
情
第
４
号

﹁
子
供
の
黙
食
緩
和
を
求
め
る
陳
情
﹂

問
　
学
校
側
の
方
針
は
ど
う
か
。

答
　
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
文
科
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
策
を
指
示
し
て
い

る
。
も
と
よ
り
黙
食
を
求
め
て
い
る
も
の

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
実
情
に
合
わ
せ
て
指
導
し
て
い
る
。

※

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

議
案
第
96
号
〜
１
０
３
号
・
１
０
７
〜
１

０
９
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

２
　
調
査
事
件

①
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
つ
い
て

　総
合
計
画
の
実
施
計
画
に
位
置
付
け
て

進
め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事

業
の
総
括
意
見
を
ま
と
め
て
市
長
あ
て
に

提
言
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
　
魚
沼
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
︵
案
︶
に
つ
い
て

　策
定
の
背
景
と
目
的
、
推
進
方
針
の
位

置
付
け
と
推
進
体
制
、
実
施
す
る
取
組
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

問
　
高
齢
者
の
方
々
に
向
け
た
具
体
的
な

策
は
あ
る
か
。

答
　
高
齢
者
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
触
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
目
的
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ト
（
情
報
格
差
）
対
策
の
中
で
、

初
心
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
す
る
等
、
情
報
格
差
の
解
消
に
務
め

る
。
既
に
行
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、

さ
ら
に
拡
充
を
し
て
い
き
た
い
。

③
　﹁
魚
沼
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
﹂
に
関

す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
及
び

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
回
答
数
１
，

２
４
２
件
、
回
答
率
53
・
７
％
の
速
報
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

④
　
文
書
保
管
庫
の
現
状
つ
い
て

　文
書
の
保
管
場
所
と
し
て
確
保
し
て
き

た
施
設
が
す
で
に
満
杯
に
近
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
適
切
に
保
管
す
る
た

め
に
文
書
保
管
庫
の
在
り
方
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
状
の
報
告

を
受
け
た
。

問
　
保
存
状
態
は
ど
ん
な
か
。

答
　
本
庁
舎
の
中
の
物
は
良
い
状
態
で
あ

る
と
考
え
る
。
問
題
は
、
車
庫
の
２
階
等

に
置
い
て
あ
る
文
書
で
あ
り
、
委
員
会
で

現
状
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑤
　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
購
入
の

進
　
状
況
に
つ
い
て

　令
和
４
年
度
更
新
予
定
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
水
槽
車
に
つ
い
て
、
車
体
と
な
る

車
両
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
（
日
野
自
動

車
）
の
不
祥
事
に
よ
り
、
タ
ン
ク
車
の
ぎ

装
が
遅
延
し
て
い
る
。
12
月
15
日
に
契
約

先
業
者
、関
係
者
か
ら
車
両
の
納
期
及
び
、

ぎ
装
、
進

　状
況
の
説
明
が
あ
る
の
で
、

そ
の
後
改
め
て
委
員
会
に
詳
細
を
報
告
す
る
。

問
　
納
期
ま
で
に
納
品
で
き
な
い
可
能
性

が
あ
る
が
、
納
品
で
き
な
い
場
合
、
市
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答
　
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
は
、
必
要
性
が
あ

る
の
で
、
現
時
点
で
の
契
約
破
棄
は
考
え

て
い
な
い
。
現
在
発
注
し
て
い
る
車
両
を

納
め
て
も
ら
う
こ
と
が
、
市
に
と
っ
て
最

も
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑥
　
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
関

す
る
報
告
に
つ
い
て

　令
和
３
年
度
分
に
関
す
る
報
告
を
受
け
た
。

⑦
　
職
員
倫
理
研
修
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

　不
祥
事
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
会

計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
全
職
員
を
対
象

と
し
た
倫
理
研
修
を
実
施
し
、
９
割
以
上

の
９
０
４
人
の
参
加
が
あ
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
た
。

⑧
　
国
道
17
号
堀
之
内
跨
道
橋
光
ケ
ー
ブ

ル
損
傷
事
故
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

　８
月
か
ら
復
旧
工
事
を
し
て
お
り
、
今

月
中
に
は
工
事
完
了
見
込
み
で
あ
る
。
復

旧
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
因
者
か
ら
負
担

し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
と
報
告
を
受
け
た
。

⑨
　
一
般
財
団
法
人
魚
沼
市
地
域
づ
く
り

振
興
公
社
の
理
事
長
に
つ
い
て

　12
月
９
日
に
行
わ
れ
た
理
事
会
で
、
市

長
が
理
事
長
に
就
任
し
た
と
報
告
を
受
け
た
。

⑩
　
広
神
地
区
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故
等
の

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

　小
出
警
察
署
の
捜
査
が
終
了
し
た
と
の

報
告
を
受
け
た
。

10
月
11
日
・
11
月
14
日
・
12
月
14
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
４
号

﹁
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
請
願
書
﹂

　今
後
も
農
業
や
ス
キ
ー
場
経
営
に
必
要

で
あ
り
、採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

陳
情
第
２
号

﹁
家
族
農
業
を
守
り
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
目
指
す
食
料
・
農
業
政
策
へ
の
転
換

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
﹂

　ブ
ラ
ン
ド
米
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心

と
す
る
本
市
の
農
業
政
策
と
相
い
れ
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
不
採
択
と
し
た
。

陳
情
第
３
号

﹁
マ
ス
ク
着
用
・
非
着
用
に
よ
る
差
別
や
誹

謗
中
傷
を
な
く
す
取
組
に
関
す
る
陳
情
﹂

　既
に
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
済

み
で
あ
り
、
不
採
択
と
し
た
。

議
案
審
査

議
案
第
１
０
４
号
〜
１
０
６
号
・
１
１
０

号
〜
１
１
３
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

２
調
査
事
件

①
　
葬
祭
費
の
支
給
に
つ
い
て

　国
民
健
康
保
険
で
は
支
給
さ
れ
る
直
葬

に
係
る
葬
祭
費
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
で
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後

機
会
を
と
ら
え
県
に
要
望
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

②
　
介
護
保
険
料
に
か
か
る
事
務
誤
り
に

お
け
る
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

　な
ぜ
事
務
誤
り
が
発
生
し
た
の
か
、
原

因
調
査
並
び
に
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
、
質
疑
を
し
た
。
対
象
世
帯

に
は
市
職
員
が
訪
問
し
、
謝
罪
す
る
と
共

に
保
険
利
用
料
返
還
な
ど
必
要
な
事
務
が

完
了
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
　
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

●
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
編
成
協
議
会
（
仮
）

設
立
総
会
の
状
況
並
び
に
魚
沼
市
内
ス
キ

ー
場
に
関
す
る
関
係
条
例
の
整
備
方
針
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

ま
た
、
薬
師
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
更
新
の

地
元
説
明
会
等
の
経
過
に
つ
い
て
質
疑
を

行
っ
た
。
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
の
、
今
後

の
執
行
部
方
針
を
委
員
会
で
了
承
し
た
。

●
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
編
成
協
議
会
の
経
過

報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
薬
師
ス

キ
ー
場
リ
フ
ト
更
新
図
面
の
提
出
を
求
め
た
。

●
薬
師
ス
キ
ー
場
ペ
ア
リ
フ
ト
整
備
の
図

面
が
示
さ
れ
、
地
権
者
と
の
協
議
等
そ
の

後
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。

④
　
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
に
つ
い
て

　大
規
模
改
修
に
よ
る
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚

沼
の
延
命
方
針
を
転
換
し
、
令
和
13
年
度

を
目
途
に
新
処
理
施
設
を
整
備
す
る
案
が

示
さ
れ
た
。
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
構
想

を
策
定
す
る
業
務
委
託
を
、
債
務
負
担
行

為
に
よ
り
早
期
発
注
と
す
る
方
針
が
示
さ

れ
、
委
員
会
で
了
承
し
た
。

⑤
　
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め

の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

っ
た
。

⑥
　
第
３
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
つ
い
て

　本
計
画
は
、令
和
４
年
度
中
に
策
定
し
、

５
年
度
か
ら
適
用
す
る
も
の
。
市
の
福
祉

関
係
部
署
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
外
部
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
り
策
定
作
業
を
進
め
て

い
る
。
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

求
め
、成
案
に
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。
本
委
員
会
か
ら
の
意
見

も
整
理
し
て
い
た
だ
き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
前
に
再
度
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑦
　
障
害
者
支
援
に
係
る
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

　障
害
者
支
援
に
関
す
る
相
談
が
５
年
間

で
延
べ
２
，
５
０
０
件
に
及
び
、
困
難
事

例
へ
の
対
応
強
化
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

市
内
２
カ
所
の
相
談
支
援
事
業
所
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
、
令
和
５
年
度
か
ら
市
役
所
本

庁
舎
福
祉
支
援
課
内
に
設
置
す
る
方
針
が

示
さ
れ
、
質
疑
を
行
っ
た
。

⑧
　
そ
の
他

　国
道
17
号
羽
根
川
橋
の
交
通
規
制
に
つ

い
て
、
魚
沼
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
の
申
請
状
況
に
つ
い
て
、
魚
沼
市
景
観

審
議
会
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
改
革

の
一
環
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を

使
っ
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。

　今
後
、
さ
ら
に
検
証
を
行
い
、
本
格
稼

働
を
目
指
し
て
い
く
。

　

議
会
運
営
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会
報
告

産
業
厚
生
委
員
会
報
告

タブレット操作研修会
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10
月
19
日
・
11
月
16
日
・
12
月
13
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

陳
情
第
４
号

﹁
子
供
の
黙
食
緩
和
を
求
め
る
陳
情
﹂

問
　
学
校
側
の
方
針
は
ど
う
か
。

答
　
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
文
科
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
策
を
指
示
し
て
い

る
。
も
と
よ
り
黙
食
を
求
め
て
い
る
も
の

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
実
情
に
合
わ
せ
て
指
導
し
て
い
る
。

※

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

議
案
第
96
号
〜
１
０
３
号
・
１
０
７
〜
１

０
９
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

２
　
調
査
事
件

①
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
つ
い
て

　総
合
計
画
の
実
施
計
画
に
位
置
付
け
て

進
め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事

業
の
総
括
意
見
を
ま
と
め
て
市
長
あ
て
に

提
言
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
　
魚
沼
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
︵
案
︶
に
つ
い
て

　策
定
の
背
景
と
目
的
、
推
進
方
針
の
位

置
付
け
と
推
進
体
制
、
実
施
す
る
取
組
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

問
　
高
齢
者
の
方
々
に
向
け
た
具
体
的
な

策
は
あ
る
か
。

答
　
高
齢
者
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
触
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
目
的
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ト
（
情
報
格
差
）
対
策
の
中
で
、

初
心
者
や
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
す
る
等
、
情
報
格
差
の
解
消
に
務
め

る
。
既
に
行
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、

さ
ら
に
拡
充
を
し
て
い
き
た
い
。

③
　﹁
魚
沼
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
﹂
に
関

す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
及
び

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
回
答
数
１
，

２
４
２
件
、
回
答
率
53
・
７
％
の
速
報
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

④
　
文
書
保
管
庫
の
現
状
つ
い
て

　文
書
の
保
管
場
所
と
し
て
確
保
し
て
き

た
施
設
が
す
で
に
満
杯
に
近
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
適
切
に
保
管
す
る
た

め
に
文
書
保
管
庫
の
在
り
方
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
状
の
報
告

を
受
け
た
。

問
　
保
存
状
態
は
ど
ん
な
か
。

答
　
本
庁
舎
の
中
の
物
は
良
い
状
態
で
あ

る
と
考
え
る
。
問
題
は
、
車
庫
の
２
階
等

に
置
い
て
あ
る
文
書
で
あ
り
、
委
員
会
で

現
状
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑤
　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
購
入
の

進
　
状
況
に
つ
い
て

　令
和
４
年
度
更
新
予
定
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
水
槽
車
に
つ
い
て
、
車
体
と
な
る

車
両
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
（
日
野
自
動

車
）
の
不
祥
事
に
よ
り
、
タ
ン
ク
車
の
ぎ

装
が
遅
延
し
て
い
る
。
12
月
15
日
に
契
約

先
業
者
、関
係
者
か
ら
車
両
の
納
期
及
び
、

ぎ
装
、
進

　状
況
の
説
明
が
あ
る
の
で
、

そ
の
後
改
め
て
委
員
会
に
詳
細
を
報
告
す
る
。

問
　
納
期
ま
で
に
納
品
で
き
な
い
可
能
性

が
あ
る
が
、
納
品
で
き
な
い
場
合
、
市
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答
　
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
は
、
必
要
性
が
あ

る
の
で
、
現
時
点
で
の
契
約
破
棄
は
考
え

て
い
な
い
。
現
在
発
注
し
て
い
る
車
両
を

納
め
て
も
ら
う
こ
と
が
、
市
に
と
っ
て
最

も
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑥
　
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
関

す
る
報
告
に
つ
い
て

　令
和
３
年
度
分
に
関
す
る
報
告
を
受
け
た
。

⑦
　
職
員
倫
理
研
修
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

　不
祥
事
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
会

計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
全
職
員
を
対
象

と
し
た
倫
理
研
修
を
実
施
し
、
９
割
以
上

の
９
０
４
人
の
参
加
が
あ
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
た
。

⑧
　
国
道
17
号
堀
之
内
跨
道
橋
光
ケ
ー
ブ

ル
損
傷
事
故
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

　８
月
か
ら
復
旧
工
事
を
し
て
お
り
、
今

月
中
に
は
工
事
完
了
見
込
み
で
あ
る
。
復

旧
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
因
者
か
ら
負
担

し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
と
報
告
を
受
け
た
。

⑨
　
一
般
財
団
法
人
魚
沼
市
地
域
づ
く
り

振
興
公
社
の
理
事
長
に
つ
い
て

　12
月
９
日
に
行
わ
れ
た
理
事
会
で
、
市

長
が
理
事
長
に
就
任
し
た
と
報
告
を
受
け
た
。

⑩
　
広
神
地
区
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故
等
の

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

　小
出
警
察
署
の
捜
査
が
終
了
し
た
と
の

報
告
を
受
け
た
。

10
月
11
日
・
11
月
14
日
・
12
月
14
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
４
号

﹁
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
請
願
書
﹂

　今
後
も
農
業
や
ス
キ
ー
場
経
営
に
必
要

で
あ
り
、採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

陳
情
第
２
号

﹁
家
族
農
業
を
守
り
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
目
指
す
食
料
・
農
業
政
策
へ
の
転
換

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
﹂

　ブ
ラ
ン
ド
米
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心

と
す
る
本
市
の
農
業
政
策
と
相
い
れ
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
不
採
択
と
し
た
。

陳
情
第
３
号

﹁
マ
ス
ク
着
用
・
非
着
用
に
よ
る
差
別
や
誹

謗
中
傷
を
な
く
す
取
組
に
関
す
る
陳
情
﹂

　既
に
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
済

み
で
あ
り
、
不
採
択
と
し
た
。

議
案
審
査

議
案
第
１
０
４
号
〜
１
０
６
号
・
１
１
０

号
〜
１
１
３
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

２
調
査
事
件

①
　
葬
祭
費
の
支
給
に
つ
い
て

　国
民
健
康
保
険
で
は
支
給
さ
れ
る
直
葬

に
係
る
葬
祭
費
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
で
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後

機
会
を
と
ら
え
県
に
要
望
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

②
　
介
護
保
険
料
に
か
か
る
事
務
誤
り
に

お
け
る
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

　な
ぜ
事
務
誤
り
が
発
生
し
た
の
か
、
原

因
調
査
並
び
に
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
、
質
疑
を
し
た
。
対
象
世
帯

に
は
市
職
員
が
訪
問
し
、
謝
罪
す
る
と
共

に
保
険
利
用
料
返
還
な
ど
必
要
な
事
務
が

完
了
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
　
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

●
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
編
成
協
議
会
（
仮
）

設
立
総
会
の
状
況
並
び
に
魚
沼
市
内
ス
キ

ー
場
に
関
す
る
関
係
条
例
の
整
備
方
針
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

ま
た
、
薬
師
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
更
新
の

地
元
説
明
会
等
の
経
過
に
つ
い
て
質
疑
を

行
っ
た
。
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場
の
、
今
後

の
執
行
部
方
針
を
委
員
会
で
了
承
し
た
。

●
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
編
成
協
議
会
の
経
過

報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
薬
師
ス

キ
ー
場
リ
フ
ト
更
新
図
面
の
提
出
を
求
め
た
。

●
薬
師
ス
キ
ー
場
ペ
ア
リ
フ
ト
整
備
の
図

面
が
示
さ
れ
、
地
権
者
と
の
協
議
等
そ
の

後
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。

④
　
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
に
つ
い
て

　大
規
模
改
修
に
よ
る
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚

沼
の
延
命
方
針
を
転
換
し
、
令
和
13
年
度

を
目
途
に
新
処
理
施
設
を
整
備
す
る
案
が

示
さ
れ
た
。
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
構
想

を
策
定
す
る
業
務
委
託
を
、
債
務
負
担
行

為
に
よ
り
早
期
発
注
と
す
る
方
針
が
示
さ

れ
、
委
員
会
で
了
承
し
た
。

⑤
　
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め

の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

っ
た
。

⑥
　
第
３
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
つ
い
て

　本
計
画
は
、令
和
４
年
度
中
に
策
定
し
、

５
年
度
か
ら
適
用
す
る
も
の
。
市
の
福
祉

関
係
部
署
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
外
部
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
り
策
定
作
業
を
進
め
て

い
る
。
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

求
め
、成
案
に
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。
本
委
員
会
か
ら
の
意
見

も
整
理
し
て
い
た
だ
き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
前
に
再
度
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑦
　
障
害
者
支
援
に
係
る
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

　障
害
者
支
援
に
関
す
る
相
談
が
５
年
間

で
延
べ
２
，
５
０
０
件
に
及
び
、
困
難
事

例
へ
の
対
応
強
化
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

市
内
２
カ
所
の
相
談
支
援
事
業
所
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
、
令
和
５
年
度
か
ら
市
役
所
本

庁
舎
福
祉
支
援
課
内
に
設
置
す
る
方
針
が

示
さ
れ
、
質
疑
を
行
っ
た
。

⑧
　
そ
の
他

　国
道
17
号
羽
根
川
橋
の
交
通
規
制
に
つ

い
て
、
魚
沼
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
の
申
請
状
況
に
つ
い
て
、
魚
沼
市
景
観

審
議
会
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
改
革

の
一
環
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を

使
っ
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。

　今
後
、
さ
ら
に
検
証
を
行
い
、
本
格
稼

働
を
目
指
し
て
い
く
。

　

議
会
運
営
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会
報
告

産
業
厚
生
委
員
会
報
告

タブレット操作研修会
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みなさんからの声を

大切に

みなさんからの声を

大切に

みなさんからの

令和４年度 第２回議会報告会

〜市民の声を聞く会〜

声を

大切に

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し、
「市民の声を聞く会」（議会報告会）を開催
しており、令和４年度２回目となる報告会
を11月２日に北部庁舎守門会館で開催しま
した。
　今回の報告会では、９月定例会における
各委員会での審議内容や令和３年度決算審
査について報告した後、参加者の皆さまと
意見交換会を行いました。
　いただいたご意見は、各担当委員会で協
議し、今後の市政運営に反映していくよう
取り組んでまいります。

いただいたご意見の一部を紹介します

参加者アンケートの結果から

「市民の声を聞く会」の参加者アンケートでいただいたご意見、ご感想を紹介します。

いままでいただいたご意見・質問に対する回答はこちらより ➡

●中学校部活動移行に力を貸してください。

●高齢者のみ世帯が多くなり今まで個人で賄ってきたことが、賄え

　なくなることが最大の問題ではないでしょうか。

●発言するのは、なかなか度胸がいる。もっと勉強しなくてはい

　けないと反省している。

●若い世代に向けて発信するために、SNS等を利用してはどうか。

●堅苦しい雰囲気で、女性参加者がいないのが残念です。

議会報告会が、よ

り多くの声を聴

ける場になるよ

う、ご意見を参考

にして、内容を検

証していきます。

貴重なご意見、あり

がとうございます。

今後、調査・検討を

していきます。

議会報告会が、よ

り多くの声を聴

ける場になるよ

う、ご意見を参考

にして、内容を検

証していきます。

　最近、透析するように

なり使うようになった。

小出病院に通うも、帰り

のバスも電車も丁度いい

ものがなく、通う回数が

多くなると経費もかか

る。なんとかならないか。

入広瀬小学校について 公共交通
　について 部活動指導員

について

入広瀬小学校について 公共交通
　について

　教員の働き方改革の

一貫もあるが、現実と

して地域に移行の話が

出ているが手を挙げる

人がいない。市の取組

状況を教えてほしい。

部活動指導員
について

　来年３月で入広瀬小学校が閉校する。

その後の活用はどうするのか。

　入広瀬・守門のゲートボール協会会員

数は150人ほどで、常設の屋内施設を北

部地域に欲しい。

屋内ゲートボール場について屋内ゲートボール場について

貴重なご意見、あり

がとうございます。

今後、調査・検討を

していきます。

　市の課題や先進地事例を調査するため、常任

委員会で行政視察を行いました。視察後は、各

委員会において意見集約し、行政への情報提供

や提言を通して、市政に反映していきます。

総務文教委員会

産業厚生委員会

　川口市は、もしもの時に家族や残された人に自分の
思いを伝えるための「家の終活リーフレット」を作成し、
無料で配布している。リーフレットは、法的効力はな
いが、亡くなった後、空き家をどうしたいかなどが記
入でき、元気なうちに家族で家のことを話し合うきっ
かけの一助となればとのことだった。「家の終活リーフ
レット」は、当市でも大いに活用できるものと思われた。

　開成町庁舎は魚沼市新庁舎と同じ令和２年度に供用
を開始した新築庁舎で、当初からＺＥＢ仕様で設計さ
れ、従来の建物に比べ 70％ものＣＯ２排出削減を実
現させていた。魚沼市の今後の脱炭素、環境政策の参
考となるものであった。

　横山養豚では、近隣の住宅化が進む市街地において
臭気や周辺環境対策を行いながら大規模養豚経営を行
っている民間事業所である。豚舎内はオゾンによる殺
菌消臭が徹底されており、クリーンな環境で健康な肉
豚が育てられていた。開放豚舎でありながら、豚舎の
周囲においても悪臭はなかった。魚沼市内の畜産悪臭
対策にも十分参考になるものであった。

　府中市では、学区のように細分化した個々の包括支
援センターで完結するような先進的な取組が見られ
た。一般市民による支援人材を育成する取組や、認知
症サポートの実践例を伺った。魚沼市においても、包
括支援の拡充や、社会福祉協議会や支援組織の活性化
を図る必要性を感じた。

　八王子市立高尾山学園は、「不登校の児童・生徒の
ための体験型学校特区」として、全国初の構造改革特
別区域計画認定を受け、平成 16 年４月の開校、今年
度で 19 年目を迎えた。通常プラス加配の教員、スク
ールカウンセラー、スクールサポートスタッフ、有償
ボランティア等々、普通の公立学校より多くの大人を
配置している。時間と人とお金をかければできるとの
お話であった。不登校の子どもたちに寄り添う支援と
は何かを考えさせられた。

「空き家対策の取組について」

「不登校児童・生徒のための
公立小中一貫校の取組について」

「養豚の臭気対策について」

「府中市における介護予防の
　　　　　　 取組について」

「空き家対策の取組について」

「不登校児童・生徒のための
公立小中一貫校の取組について」

「養豚の臭気対策について」

「府中市における介護予防の
　　　　　　 取組について」

11月10日　埼玉県川口市

11月11日　東京都八王子市

７月28日　神奈川県開成町

７月28日　横浜市横山養豚

７月29日　東京都府中市

先進地に学ぶ！
　行政視察報告
先進地に学ぶ！
　行政視察報告
先進地に学ぶ！
　行政視察報告

「庁舎のZEB（ゼロエネルギービル）

　　　　　　　の実践について」
「庁舎のZEB（ゼロエネルギービル）

　　　　　　　の実践について」
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みなさんからの声を

大切に

みなさんからの声を

大切に

みなさんからの

令和４年度 第２回議会報告会

〜市民の声を聞く会〜

声を

大切に

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し、
「市民の声を聞く会」（議会報告会）を開催
しており、令和４年度２回目となる報告会
を11月２日に北部庁舎守門会館で開催しま
した。
　今回の報告会では、９月定例会における
各委員会での審議内容や令和３年度決算審
査について報告した後、参加者の皆さまと
意見交換会を行いました。
　いただいたご意見は、各担当委員会で協
議し、今後の市政運営に反映していくよう
取り組んでまいります。

いただいたご意見の一部を紹介します

参加者アンケートの結果から

「市民の声を聞く会」の参加者アンケートでいただいたご意見、ご感想を紹介します。

いままでいただいたご意見・質問に対する回答はこちらより ➡

●中学校部活動移行に力を貸してください。

●高齢者のみ世帯が多くなり今まで個人で賄ってきたことが、賄え

　なくなることが最大の問題ではないでしょうか。

●発言するのは、なかなか度胸がいる。もっと勉強しなくてはい

　けないと反省している。

●若い世代に向けて発信するために、SNS等を利用してはどうか。

●堅苦しい雰囲気で、女性参加者がいないのが残念です。

議会報告会が、よ

り多くの声を聴

ける場になるよ

う、ご意見を参考

にして、内容を検

証していきます。

貴重なご意見、あり

がとうございます。

今後、調査・検討を

していきます。

議会報告会が、よ

り多くの声を聴

ける場になるよ

う、ご意見を参考

にして、内容を検

証していきます。

　最近、透析するように

なり使うようになった。

小出病院に通うも、帰り

のバスも電車も丁度いい

ものがなく、通う回数が

多くなると経費もかか

る。なんとかならないか。

入広瀬小学校について 公共交通
　について 部活動指導員

について

入広瀬小学校について 公共交通
　について

　教員の働き方改革の

一貫もあるが、現実と

して地域に移行の話が

出ているが手を挙げる

人がいない。市の取組

状況を教えてほしい。

部活動指導員
について

　来年３月で入広瀬小学校が閉校する。

その後の活用はどうするのか。

　入広瀬・守門のゲートボール協会会員

数は150人ほどで、常設の屋内施設を北

部地域に欲しい。

屋内ゲートボール場について屋内ゲートボール場について

貴重なご意見、あり

がとうございます。

今後、調査・検討を

していきます。

　市の課題や先進地事例を調査するため、常任

委員会で行政視察を行いました。視察後は、各

委員会において意見集約し、行政への情報提供

や提言を通して、市政に反映していきます。

総務文教委員会

産業厚生委員会

　川口市は、もしもの時に家族や残された人に自分の
思いを伝えるための「家の終活リーフレット」を作成し、
無料で配布している。リーフレットは、法的効力はな
いが、亡くなった後、空き家をどうしたいかなどが記
入でき、元気なうちに家族で家のことを話し合うきっ
かけの一助となればとのことだった。「家の終活リーフ
レット」は、当市でも大いに活用できるものと思われた。

　開成町庁舎は魚沼市新庁舎と同じ令和２年度に供用
を開始した新築庁舎で、当初からＺＥＢ仕様で設計さ
れ、従来の建物に比べ 70％ものＣＯ２排出削減を実
現させていた。魚沼市の今後の脱炭素、環境政策の参
考となるものであった。

　横山養豚では、近隣の住宅化が進む市街地において
臭気や周辺環境対策を行いながら大規模養豚経営を行
っている民間事業所である。豚舎内はオゾンによる殺
菌消臭が徹底されており、クリーンな環境で健康な肉
豚が育てられていた。開放豚舎でありながら、豚舎の
周囲においても悪臭はなかった。魚沼市内の畜産悪臭
対策にも十分参考になるものであった。

　府中市では、学区のように細分化した個々の包括支
援センターで完結するような先進的な取組が見られ
た。一般市民による支援人材を育成する取組や、認知
症サポートの実践例を伺った。魚沼市においても、包
括支援の拡充や、社会福祉協議会や支援組織の活性化
を図る必要性を感じた。

　八王子市立高尾山学園は、「不登校の児童・生徒の
ための体験型学校特区」として、全国初の構造改革特
別区域計画認定を受け、平成 16 年４月の開校、今年
度で 19 年目を迎えた。通常プラス加配の教員、スク
ールカウンセラー、スクールサポートスタッフ、有償
ボランティア等々、普通の公立学校より多くの大人を
配置している。時間と人とお金をかければできるとの
お話であった。不登校の子どもたちに寄り添う支援と
は何かを考えさせられた。

「空き家対策の取組について」

「不登校児童・生徒のための
公立小中一貫校の取組について」

「養豚の臭気対策について」

「府中市における介護予防の
　　　　　　 取組について」

「空き家対策の取組について」

「不登校児童・生徒のための
公立小中一貫校の取組について」

「養豚の臭気対策について」

「府中市における介護予防の
　　　　　　 取組について」

11月10日　埼玉県川口市

11月11日　東京都八王子市

７月28日　神奈川県開成町

７月28日　横浜市横山養豚

７月29日　東京都府中市

先進地に学ぶ！
　行政視察報告
先進地に学ぶ！
　行政視察報告
先進地に学ぶ！
　行政視察報告

「庁舎のZEB（ゼロエネルギービル）

　　　　　　　の実践について」
「庁舎のZEB（ゼロエネルギービル）

　　　　　　　の実践について」



　私
の
出
身
は
宮
崎
で
魚
沼
に
嫁
い
で
９

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
雪
が
降

る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　雪
が
降
ら
な
い
土
地
か
ら
豪
雪
地
帯
に

来
ま
し
た
が
、
雪
が
降
っ
て
も
安
心
し
て

運
転
で
き
る
除
雪
の
き
れ
い
さ
は
凄
い
と

思
い
ま
す
。除
雪
隊
の
方
々
に
感
謝
で
す
。

　そ
し
て
一
番
自
慢
で
き
る
の
は
温
か
い

地
域
の
方
々
の
繋
が
り
で
す
。
よ
そ
か
ら

来
た
私
を
優
し
く
迎
え
地
域
行
事
等
の
参

加
、
同
世
代
の
方
々
か
ら
は
子
ど
も
が
い

な
か
っ
た
と
き
も
「
お
い
で
」
と
よ
く
集

ま
り
に
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
友
人
等
い

な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
と
て
も
心
強
か
っ

た
で
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
が
で
き
て
か
ら
は
健
診

等
で
不
安
な
こ
と
を
相
談
す
る
と
、
市
役

所
の
職
員
が
優
し
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
魚
沼
に

は
助
け
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
、
相
談
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
等
、

も
っ
と
魚
沼
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
魚

沼
に
住
ん
で
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
で
す
。

　毎
年
、
特
定
健
康
診
断
を
申
込
み
ま
す

が
、
集
団
健
診
で
は
、
私
は
車
椅
子
生
活

な
の
で
、
乳
が
ん
・
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん

の
検
査
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
健
診
用
バ

ス
に
乗
れ
な
い
か
ら
で
す
。
以
前
は
、
特

定
健
康
診
断
を
小
出
病
院
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
県
立
病
院
だ
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
今
は
、
市
民
の
た
め
の
病
院
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
手
厚

く
と
思
い
「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
も
投
稿

し
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
返
信
で
は
な

か
っ
た
で
す
。「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
議

員
の
皆
さ
ん
も
ご
存
知
な
の
で
し
ょ
う

か
。
市
長
個
人
へ
の
要
望
と
い
う
よ
り
、

私
は
、
市
政
に
対
す
る
要
望
で
す
。「
市

長
へ
の
手
紙
」
で
私
た
ち
住
民
か
ら
ど
ん

な
要
望
が
あ
る
の
か…

 

議
員
の
皆
さ
ん

が
共
有
す
る
仕
組
み
は
魚
沼
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
多
く
の
障
害
者
の
代
弁
と
思

っ
て
市
政
全
体
の
課
題
に
し
て
欲
し
い
で

す
。
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
、
議
会
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

田
川

　遠
藤
真
央
さ
ん

田
戸

　櫻
井
絹
江
さ
ん
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　い
き
な
り
の
大
雪
と
な
っ

た
12
月
、
除
雪
に
明
け
暮
れ

る
毎
日
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

雪
と
の
戦
い
が
年
々
き
つ
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
超
高
齢
化
社
会
と
な
る

魚
沼
市
で
、
今
ま
で
に
な
い

智
恵
が
必
要
と
な
る
。
一
方

で
、
雪
の
恵
み
も
計
り
知
れ

な
い
。
雪
解
け
水
が
大
地
を

潤
し
、お
い
し
い
水
と
な
り
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
コ
シ
ヒ

カ
リ
、
ユ
リ
、
深
雪
な
す
、

山
菜
な
ど
様
々
な
食
材
を
生

み
出
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
ス
キ
ー
場
や
ス
ノ
ー

イ
ベ
ン
ト
、
伝
統
行
事
の

数
々
。
除
雪
体
制
は
、
県
内

一
だ
と
自
負
す
る
。
先
人
た

ち
や
、
今
を
生
き
る
人
々
の

英
知
が
詰
ま
っ
た
魚
沼
ら
し

い
暮
ら
し
。
こ
れ
か
ら
も
、

雪
国
魚
沼
に
誇
り
を
持
っ
て

歩
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　（大
平
恭
児
）

あ
と
が
き

市
民
の
声
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も
や
さ
し
い
健
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を
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　12月２日、市議会定例会初日の休憩時間を利用して、小出特
別支援学校高等部の生徒さんによる『なごみカフェ』、『クラフ
トショップSMILE』とかけはしさんから英字新聞で作ったエコ
バックの販売を本庁舎にオープンしていただきました。
　生徒さんたちは、慣れた様子で、「ご注文はお決まりですか？」
「お待たせいたしました。」と笑顔で丁寧な対応をしていただき、
心温まるひと時を提供していただきました。当日は、作業製品
の販売をしていただき、さをり織のコースターやストラップ等、
油すいーとりー（廃油処理パック）、お皿等が大好評でした。
　生徒の皆さん、かけはしの皆さん、心温まる素敵な時間をあ
りがとうございました。

議会TOPICS

「CAFE&SHOP」オープン「CAFE&SHOP」オープン「CAFE&SHOP」オープン

「初詣」　清水川辺神社

謹賀新年


